
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
高
校
生
の
金
知
秀
選
手
（
右
）、
許
海
実
選
手
（
左
）

�
女
子
Ｗ
杯
韓
国
代
表
の
康
裕
美
選
手

【
北
海
道
】
民
団
北
海
道

本
部
（
李
圭
亮
団
長
）
の
創

立
７０
周
年
記
念
式
典
が
２６

日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
民
団
中
央
本

部
か
ら
呂
健
二
団
長
、
朴
安

淳
議
長
、
李
根
�
、
任
泰
洙
、

金
利
中
副
団
長
、
駐
札
幌
総

領
事
館
か
ら
朴
賢
圭
総
領

事
、
来
賓
と
し
て
辻
泰
弘
北

海
道
副
知
事
、
吉
岡
亨
札
幌

副
市
長
、上
野
八
郎
・
北
海
道

日
韓
親
善
協
会
会
長
を
は
じ

め
、
地
元
選
出
の
衆
参
議
員

と
道
議
員
ら
多
数
が
お
祝
い

に
か
け
つ
け
、
さ
ら
に
東
北

地
協
、
広
島
と
長
野
の
地
方

本
部
団
長
や
役
員
あ
わ
せ
て

２
５
０
余
人
が
列
席
し
た
。

本
来
、
昨
年
９
月
８
日
に

予
定
し
て
い
た
が
、
直
前
に

発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
た
め
延
期
さ
れ
て
い

た
。李

団
長
は
「
道
内
同
胞
は

国
籍
も
多
様
化
し
て
お
り
、

次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
価

値
観
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が

大
切
だ
。
私
た
ち
の
役
目
は

次
世
代
に
し
っ
か
り
と
バ
ト

ン
を
渡
す
こ
と
。
７０
周
年
を

機
に
時
代
に
合
っ
た
組
織
づ

く
り
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
呂

中
央
団
長
も
「
広
大
な
地
域

の
特
性
か
ら
、
活
動
が
非
常

に
困
難
な
中
、
幅
広
い
活
動

を
着
実
に
展
開
し
て
き
た
皆

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

創
立
７０
年
は
組
織
変
革
の
時

期
で
も
あ
り
、
こ
の
変
化
に

積
極
的
に
対
応
し
、
組
織
活

性
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
。

朴
総
領
事
は
「
民
団
各
支

部
を
廻
り
、
民
団
が
直
面
し

て
い
る
課
題
を
実
感
し
た
。

根
本
解
決
は
難
し
い
が
、
次

世
代
が
ル
ー
ツ
を
忘
れ
ず
に

日
本
社
会
で
堂
々
と
社
会
の

一
員
と
し
て
育
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事

（
辻
副
知
事
代
読
）
も
「
日

韓
の
懸
け
橋
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
民
団

の
皆
さ
ん
に
深
く
敬
意
を
表

し
、
韓
国
と
の
友
情
と
絆
が

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

札
幌
市
は
韓
国
の
大
田
市

と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で

お
り
、
来
年
１０
周
年
を
迎
え

る
。秋
本
克
広
札
幌
市
長（
吉

岡
副
市
長
代
読
）
は
「
活
発

な
交
流
を
進
め
て
い
る
が
、

さ
ら
に
気
運
を
高
め
る
た
め

に
も
民
団
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

こ
の
後
、
北
海
道
日
韓
親
善

協
会
会
長
と
し
て
積
極
的
に

韓
日
友
好
活
動
に
尽
力
し
て

き
た
安
斉
勲
前
会
長
に
駐
札

幌
総
領
事
館
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

会
場
に
は
７０
年
の
歩
み
を

紹
介
し
た
写
真
パ
ネ
ル
が
展

示
さ
れ
、
映
像
も
上
映
さ
れ

た
。
祝
賀
宴
で
は
地
元
団
員

の
子
弟
で
在
日
４
世
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｒ
ｉ

ｈ
ｗ
ａ
（
リ
フ
ァ
）
の
コ
ン

サ
ー
ト
と
ソ
ウ
ル
往
復
航
空

券
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
で

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

同
本
部
は
１
９
４
８
年
５

月
１０
日
に
結
成
さ
れ
、
初
代

団
長
は
金
住
昌
氏
だ
っ
た
。

北海道本部

在
日
本
大
韓
体
育
会
（
崔
相
英
会
長
）
は
３
月
３１
日
に
都
内
の
ホ
テ
ル
で
創
立
６５
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
す
る
。
１
９
５
３
年
５
月
に
創
立
以
来
、
在
日
同
胞
の

優
秀
選
手
を
多
数
発
掘
し
、
韓
国
代
表
な
ど
を
輩
出
し
て
き
た
。
当
日
は
ス
ポ
ー
ツ
を

愛
し
続
け
て
き
た
同
会
元
老
や
関
係
者
を
は
じ
め
、
韓
国
代
表
と
し
て
五
輪
に
出
場
し

た
メ
ダ
リ
ス
ト
を
含
め
た
韓
日
の
体
育
関
係
者
ら
が
一
堂
に
集
う
。

記
念
祝
賀
会
は
来
年
に
控

え
た
東
京
五
輪
に
出
場
が
有

望
視
さ
れ
て
い
る
、
柔
道
７３

�
級
・
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１

位
の
安
昌
林
を
は
じ
め
、
金

琳
煥
（
６６
�
級
）
、
金
知
秀

（
女
子
５７
�
級
）
、
許
海
実

（
女
子
５２
�
級
）
と
今
年
６

月
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ

る
サ
ッ
カ
ー
の
女
子
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
韓
国
代
表
入
り

し
て
い
る
康
裕
美
選
手
ら
の

激
励
会
も
兼
ね
る
。
テ
コ
ン

ド
男
子
８０
�
級
の
日
本
代
表

選
手
、
金
秀
範
も
招
く
。

記
念
式
典
に
は
大
韓
体
育

会
の
役
員
や
日
本
体
育
協
会

な
ど
、
韓
日
体
育
界
の
重
鎮

ら
多
数
の
来
賓
が
駆
け
つ
け

る
予
定
。

か
つ
て
韓
国
代
表
と
し
て

五
輪
出
場
し
た
在
日
同
胞
柔

道
選
手
、
金
義
泰
（
６４
東
京

大
会
・
銅
）
、
呉
勝
立
（
７２

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
会
・
銀
）
、

朴
英
哲
（
７６
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
大
会
・
銅
）
の
３
氏
を
は

じ
め
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
名
ア
タ
ッ
カ
ー
で
、
日
本

代
表
と
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

銀
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
白
井
貴
子
さ
ん

（
民
族
名
�
尹
正
順
）
や
日

本
プ
ロ
野
球
で
「
安
打
製
造

器
」
の
異
名
で
前
人
未
踏
の

３
０
０
０
本
安
打
打
者
だ
っ

た
張
勲
氏
も
招
く
。

韓
国
か
ら
は
、
２
０
０
２

Ｗ
杯
で
韓
国
ベ
ス
ト
４
進
出

に
貢
献
し
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪

で
韓
国
初
の
メ
ダ
ル
獲
得
を

果
た
し
た
洪
明
甫
氏
、
北
京

五
輪
、
水
泳
の
金
メ
ダ
リ
ス

ト
朴
泰
桓
氏
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
日
本
代
表
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
を
務
め
、
２
０
１
６
リ
オ

五
輪
の
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
金

メ
ダ
ル
を
も
た
ら
し
た
朴
柱

奉
氏
ら
も
招
待
。
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
韓
日
の
友

情
を
深
め
て
い
る
日
本
選
手

ら
も
招
く
予
定
だ
。

崔
会
長
は
「
今
年
の
韓
国

国
体
は
１
０
０
回
を
迎
え
る

メ
モ
リ
ア
ル
大
会
と
な
る

が
、
６
月
開
幕
の
女
子
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
来

年
の
東
京
五
輪
で
在
日
３

世
、
４
世
の
ア
ス
リ
ー
ト
が

韓
国
代
表
と
し
て
大
活
躍
す

る
こ
と
を
す
べ
て
の
在
日
同

胞
が
願
っ
て
い
る
。
有
望
選

手
た
ち
の
士
気
高
揚
と
物
心

両
面
で
応
援
す
る
出
発
式
に

し
た
い
」と
し
な
が
ら
、「
平

昌
五
輪
で
見
せ
て
く
れ
た
李

相
花
選
手
と
小
平
奈
緒
選
手

の
よ
う
に
東
京
五
輪
で
も
両

国
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
互

い
に
励
ま
し
合
う
韓
日
友
情

の
五
輪
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
込
め
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
匿

名
ブ
ロ
グ
で
在
日
韓
国
人
の

男
子
生
徒
を
誹
謗
中
傷
す
る

書
き
込
み
を
し
て
い
た
６０
代

の
日
本
人
男
性
が
、
侮
辱
罪

で
科
料
９
０
０
０
円
の
略
式

命
令
を
受
け
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
が
侮
辱
罪
と
し
て
処
罰
さ

れ
る
の
は
初
め
て
と
い
う
。

１７
日
、
共
同
通
信
に
よ
る

と
、
日
本
人
男
性
は
昨
年
１

月
、
川
崎
で
開
催
さ
れ
た
あ

る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る

新
聞
記
事
で
生
徒
の
コ
メ
ン

ト
を
知
り
、「
在
日
韓
国
人
」

を「
バ
ク
テ
リ
ア
の
よ
う
だ
。

悪
性
外
来
妓
生
生
物
」
な
ど

と
表
現
し
た
。

男
子
生
徒
と
家
族
か
ら
相

談
を
受
け
た
弁
護
団
が
川
崎

署
に
侮
辱
罪
で
の
告
訴
状
を

提
出
。
川
崎
簡
易
裁
判
所
が

略
式
命
令
を
出
し
、
１
月
に

確
定
し
た
。

民
団
中
央
本
部
の
李
根
�

人
権
擁
護
委
員
会
委
員
長

弁
護
団
の
努
力
が
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ヘ
イ

タ
ー
に
司
法
が
侮
辱
罪
と
答

え
た
意
義
は
大
き
い
。
た
だ

し
、
未
成
年
の
被
害
者
が
受

け
た
恐
怖
と
屈
辱
、
悲
し
み

と
辛
さ
、
社
会
へ
の
不
信
と

怒
り
を
思
え
ば
、
科
料
９
０

０
０
円
は
な
ん
の
意
味
も
な

い
も
の
だ
。
加
害
者
に
は
痛

く
も
か
ゆ
く
も
な
い
だ
ろ

う
。
私
た
ち
人
権
擁
護
委
員

会
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制

法
に
罰
則
規
定
の
必
要
性
を

強
く
訴
え
て
い
く
。
管
理
会

社
は
自
ら
ヘ
イ
ト
コ
ー
ド
を

強
化
し
、
被
害
根
絶
を
目
指

す
べ
き
だ
。
私
た
ち
も
ネ
ッ

ト
監
視
の
体
制
作
り
は
急
を

要
す
る
。

２５０余人が出席した北海道本部創立７０周年記念

式典

ハルモ二の生活史を発刊
川崎市ふれあい館併設の識字学級で日本語の

読み書きを学んだ在日１世が、苦難の半生を書
籍『わたしもじだいのいちぶです』にまとめた。

（２面）

在日の先生は講師？
教諭職阻む国籍とは
日本人と同じように教員採

用試験に合格しても、在日の
管理職への道を阻む「国籍条
項」。ＮＰＯ自由人権協会は
公的差別を問う連続企画をス
タートさせた。 （３面）

トゥホノリを楽しむ子どもたち

李
英
俊
団
長（
左
）か
ら
慶
祝
状
を
贈
ら
れ
た
金
順
奇
さ
ん

川崎簡裁が
科料を命令

東
京
韓
国
学
校（
新
宿
区
、

郭
尚
勲
校
長
）
の
土
曜
学
校

で
２６
日
、
ソ
ル
ラ
ル
（
旧
正

月
）
よ
り
一
足
早
く
「
民
俗

の
日
」
行
事
が
行
わ
れ
、
韓

国
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統

遊
び
を
体
験
し
た
。
幼
児
か

ら
中
学
生
ま
で
、
受
講
生
合

わ
せ
て
約
５
０
０
人
が
参
加

し
た
。

生
徒
た
ち
は
ま
ず
授
業
で

ソ
ル
ラ
ル
の
文
化
や
習
慣
に

つ
い
て
学
ん
だ
あ
と
、
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
、
家
族
や

親
戚
、
友
人
た
ち
と
も
一
緒

に
楽
し
め
る
お
正
月
遊
び
に

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

教
室
で
は
、
ク
ラ
ス
ご
と

に
ユ
ン
ノ
リ
（
双
六
）
や
チ

ェ
ギ
チ
ャ
ギ（
羽
根
蹴
り
）、

コ
ン
ギ
ノ
リ
（
お
手
玉
）
な

ど
を
楽
し
ん
だ
。
大
勢
が
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
ユ
ン

ノ
リ
は
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
の
勝
負
。
ゲ
ー
ム
が
進
む

に
つ
れ
、
生
徒
た
ち
は
そ
の

面
白
さ
に
興
奮
し
、
激
戦
の

末
、
勝
利
を
も
ぎ
取
っ
た
チ

ー
ム
は
「
や
っ
た
ぁ
」
と
全

員
で
そ
の
喜
び
を
分
か
ち
合

っ
た
。

高
度
な
ス
キ
ル
が
求
め
ら

れ
る
チ
ェ
ギ
チ
ャ
ギ
や
コ
ン

ギ
ノ
リ
で
は
、
先
生
の
手
本

を
見
な
が
ら
し
だ
い
に
コ
ツ

を
つ
か
み
始
め
る
と
、
そ
の

面
白
さ
に
時
間
を
忘
れ
て
の

め
り
こ
ん
で
い
た
。

一
方
、
運
動
場
で
は
、
棒

で
鉄
の
輪
を
回
し
て
遊
ぶ
ク

ル
ロ
ン
セ
、ト
ゥ
ホ
ノ
リ（
投

壺
）
、
ノ
ル
テ
ィ
ギ
（
板
跳

び
）
、
大
縄
跳
び
を
体
験
し

た
。伝

統
遊
び
の
楽
し
さ
に
魅

了
さ
れ
た
児
童
た
ち
は
、「
実

際
に
や
っ
て
み
た
ら
意
外
と

面
白
か
っ
た
」
「
み
ん
な
で

盛
り
上
が
れ
て
楽
し
か
っ

た
」と
感
想
を
述
べ
る
な
ど
、

寒
さ
を
忘
れ
て
夢
中
に
な
っ

て
い
た
。

日
本
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

当
事
者
の
団
体
と
個
人
を
中

心
に
構
成
す
る
市
民
団
体

「
人
種
差
別
撤
廃
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
１８
日
、
衆

議
院
第
２
議
員
会
館
で
「
外

国
人
政
策
と
国
際
人
権
基

準
」
と
題
し
た
院
内
集
会
を

開
催
し
、
日
本
政
府
に
対
し

て
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員

会
か
ら
の
勧
告
を
た
だ
ち
に

実
施
す
る
よ
う
求
め
た
。

昨
年
８
月
に
委
員
会
が
採

択
し
た
総
括
所
見
（
最
終
見

解
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
お

け
る
人
種
差
別
問
題
と
し
て

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
ヘ
イ
ト

ク
ラ
イ
ム
、
在
日
韓
国
人
の

地
方
参
政
権
、
外
国
籍
公
務

員
・
教
員
の
任
用
と
昇
進
の

制
限
な
ど
で
懸
念
と
勧
告
を

示
し
て
い
た
。

報
告
に
立
っ
た
宮
下
萌
弁

護
士
（
反
差
別
国
際
運
動
）

は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
ヘ

イ
ト
ク
ラ
イ
ム
問
題
を
取
り

上
げ
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
が
で
き
て
２
年
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
対
策
は
日
本
政
府
で

も
た
だ
ち
に
取
り
組
め
る
勧

告
だ
。
１
日
も
早
く
実
施
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

集
会
に
は
多
く
の
国
会
議

員
も
参
加
し
た
。
有
田
芳
生

参
議
院
議
員（
立
憲
民
主
党
）

は
「
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害

に
対
し
て
は
現
行
の
理
念
法

で
は
限
界
が
あ
る
。
与
野
党

を
超
え
て
新
た
な
議
員
立
法

を
つ
く
り
た
い
」
と
意
欲
を

示
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
国
連
人

種
差
別
撤
廃
委
員
会
の
ア
ナ

タ
ス
シ
ア
前
議
長
（
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
出
身
）
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
長
年
、
移
住
労
働
者

の
人
権
問
題
に
か
か
わ
っ
て

き
た
経
験
を
も
と
に
、
沖
縄

や
ア
イ
ヌ
、
在
日
韓
国
人
に

言
及
し
、
「
日
本
は
多
様
性

と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て

き
た
の
か
。
す
べ
て
の
人
に

恩
恵
の
あ
る
差
別
禁
止
法
の

よ
う
な
包
括
的
な
人
権
施
策

が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

金
順
奇
さ
ん

１００
歳
慶
祝
状

【
広
島
】
民
団
広
島
本
部

（
李
英
俊
団
長
）
は
１７
日
、

昨
年
満
１
０
０
歳
を
迎
え
た

金
順
奇
ハ
ル
モ
ニ
（
東
広
島

市
）
を
自
宅
に
訪
ね
長
寿
を

祝
っ
た
。
金
さ
ん
は
自
ら
玄

関
先
に
出
て
李
団
長
と
権
俊

五
監
察
委
員
長
、
宋
徳
奎
商

工
会
議
所
会
長
ら
４
人
が
来

訪
を
告
げ
る
と
、
韓
国
語
で

歓
迎
の
言
葉
を
口
に
し
た
。

金
さ
ん
は
体
を
動
か
す
の

が
大
好
き
。
天
気
の
良
い
日

は
自
宅
の
周
り
を
散
歩
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
体
調
次
第

で
は
前
転
体
操
も
こ
な
す
。

地
域
の
祭
り
の
と
き
は
家
族

一
緒
に
踊
り
の
輪
に
加
わ

る
。
韓
国
の
イ
ケ
メ
ン
俳
優

も
大
好
き
で
、
壁
に
ツ
ー
シ

ョ
ッ
ト
の
写
真
を
廊
下
に
飾

っ
て
毎
日
眺
め
て
い
る
と
い

う
。趣
味
は
梅
酒
づ
く
り
で
、

近
所
に
も
お
す
そ
分
け
し
て

い
る
。

韓国学校

�
東東
京京
五五
輪輪
のの
星星
�激激
励励
へへ

数々の名選手生んだ在日大韓体育会

創

立

６５
周
年

３
月
に
祝
賀
式
典

ネ
ッ
ト
の
ヘ
イ
ト
書
き
込
み

初
の
侮
辱
罪
認
定

次
世
代
育
成
誓
う

盛盛
大大
にに
７７００
周周
年年
式式
典典

「「
民民
俗俗
のの
日日
」」
行行
事事

伝
統
遊
び
を
体
験

人
種
差
別
撤
廃
Ｎ
Ｇ
Ｏ

勧
告
実
施
求
め
て
集
会

（毎週水曜日発行）週 刊２０１９年１月３０日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２９２０号（１）

今号の読みどころ

�
柔
道
７３

キ
ロ

級
世
界
ラ
ン
ク
１
位
の
安
昌
林
選
手
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関

東

近

畿

中

国

九

州

四

国

◆大邱ＦＣ専用サッカー場が完成

大邱市民運動

場主競技場をリ

モデリングし

た、プロサッカ

ーチーム「大邱

ＦＣ」専用のサッカー場「ＤＧＢア

リーナ」（仮称）が完成した�写真。

観覧席数は１万２４１５席。ピッチとス

タンドの距離がわずか７�と近く、

臨場感が味わえる。家族や恋人、友

達などと観戦するテーブル席とシー

ト席なども設けた。こけら落としは

３月９日の済州ユナイテッド戦。

◆昌慶宮が夜も観覧可能に

朝鮮朝時代の５大古宮のひとつ、

昌慶宮が１月から、夜でも観覧でき

るようになった。観覧時間は毎週火

曜から日曜、９時から２１時（入場は

２０時まで）。事前予約なしで観覧可

能で、夜間観覧料も昼と同一の１０００

�（満６５歳以上、満２４歳以下の国民、

韓服着用者などは無料）。夜は先着

２００人に青紗燈籠を無料で貸し出す。

今後、故宮音楽会や「正祖と昌慶宮」

公演の開催回数も増やす計画。

◆初のコンサートアリーナ建設へ

ソウル市はこ

のほど、地下鉄

１・４号線「倉

洞駅」近くに、

１万８４００人収容

の韓国初のコンサート専用会場「ソ

ウルアリーナ」を建設する計画を発

表した�写真。来年９月に着工、２４

年１月に完工予定。２０００席規模の中

型ホールや韓国大衆音楽名誉の殿

堂、Ｋ―ＰＯＰ特別展示館、映画館、

レストランなどを備えた複合文化施

設となる。

◆アジア女子バレー韓国で初開催

「２０１９アジア女子バレーボール選

手権大会」が８月１７日から２５日まで、

ソウルで開催されることが決まっ

た。韓国では初開催となる。大会に

は韓国、中国、日本、タイなどを含

む 大１６カ国が参加。上位８カ国に

は１０月に予定されている東京五輪ア

ジア大陸予選の出場資格が与えられ

る。男子バレーは過去３回、韓国で

開催されたことがある。

◆歴史資料翻訳をオンライン公開

国立中央博物館が、博物館で所蔵

している歴史資料のハングル翻訳文

の公開サービスを、博物館ポータル

サイト「ｅミュージアム」で１月か

ら始めた。対象となるのは朝鮮墓誌

銘１８８件と古典文献７１種１２４件。古典

文献は韓国古典翻訳院が運営する韓

国古典総合ＤＢと連係して原文と翻

訳文を探すことも可能。今後、博物

館ホームページやモバイルアプリな

どを通じても翻訳文の公開を拡大し

ていく。

◆保育園・幼稚園前では禁煙

１月から全国の保

育園３万９０００カ所と

幼稚園９０００カ所で、

敷地内から１０�まで

が禁煙区域に指定さ

れた�写真。違反し

た場合１０万�の罰金

が課される。各自治

体も、通行人に保育園や幼稚園の周

辺が禁煙区域であることを知らせる

表示を建物の塀や壁面、歩道などに

設置しなければならない。ただし制

度定着を図るため、３月３０日までは

猶予期間としている。

◆全世界の韓流ファン９０００万人

韓国国際交流財団が世界１１３カ国

の韓流関連情報を収録して発刊した

「２０１８世界韓流現況」によると、昨

年１２月基準で世界に１８４３の韓流同好

会、８９１９万人の会員がいることがわ

かった。昨年（７３１２万人）より１６０７

万人増加し、大陸別では、アジア・

オセアニアが４５７の同好会・会員７０５９

万人と も多い。来年には１億人に

達する見込み。

タ
イ
ト
ル
は
識
字
学
級
を

見
学
に
来
た
首
都
大
学
東
京

の
学
生
が
書
い
た
感
想
文
を

呼
ん
だ
徐
類
順
さ
ん
の
作
文

か
ら
と
っ
た
。
徐
さ
ん
は
時

代
に
も
て
あ
そ
ば
れ
、
思
い

通
り
の
人
生
を
歩
め
な
か
っ

た
と
い
う
悔
い
を
持
つ
。
聞

け
ば
同
世
代
と
思
わ
れ
る
見

学
者
の
父
親
も
事
情
が
あ
っ

て
高
校
進
学
を
あ
き
ら
め
た

の
だ
と
い
う
。「
わ
た
し
も
」

に
は
見
学
者
の
父
親
に
寄
せ

る
共
感
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。文

叙
和
さ
ん
は
小
学
生
時

代
を
過
ご
し
た
「
と
ん
ぐ
る

と
ん
ね
」
（
糞
窟
村
�
同
胞

集
住
地
だ
っ
た
下
関
市
旧
大

坪
地
区
）
を
６５
年
ぶ
り
に
訪

れ
た
と
き
の
こ
と
を
つ
づ
っ

た
。
か
つ
て
通
っ
た
小
学
校

は
鉄
筋
に
替
わ
り
、
昔
の
面

影
は
校
門
前
の
緩
い
坂
道
だ

け
。
だ
が
、
帰
国
し
て
か
ら

６
・
２５
韓
国
戦
争
に
遭
遇
す

る
な
ど
そ
の
後
の
人
生
が
あ

ま
り
に
過
酷
だ
っ
た
だ
け

に
、
家
族
仲
睦
ま
じ
く
過
ご

し
た
日
々
は
大
切
な
思
い
出

な
の
だ
。

金
文
善
さ
ん
は
解
放
後
、

静
岡
県
の
沼
津
市
で
生
活
の

た
め
に
「
ど
ぶ
ろ
く
」
を
密

造
し
、
再
三
に
わ
た
っ
て
当

局
の
摘
発
を
受
け
た
。
作
文

に
は
「
あ
の
と
き
の
こ
と
は

も
う
い
い
で
す
」
と
語
り
た

が
ら
な
い
が
、
娘
と
と
も
に

留
置
場
に
２
泊
し
た
り
、
和

歌
山
に
あ
る
女
子
刑
務
所
に

数
カ
月
入
っ
て
い
た
こ
と
が

後
で
わ
か
っ
た
。

こ
の
本
に
登
場
す
る
ハ
ル

モ
ニ
た
ち
は
多
く
が
８０
代
後

半
か
ら
９０
歳
を
超
え
る
年
齢

に
達
し
て
い
る
。
老
い
と
ど

う
向
き
合
う
か
は
共
通
の
関

心
ご
と
。
な
か
に
は
日
本
人

と
結
婚
し
た
と
い
う
理
由
で

亡
く
な
っ
て
も
韓
国
の
お
墓

に
は
入
れ
ら
れ
な
い
と
家
族

親
せ
き
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

ハ
ル
モ
ニ
も
い
る
。

李
榮
子
さ
ん
も
そ
の
一

人
。
そ
ん
な
榮
子
さ
ん
の
た

め
息
子
た
ち
が
韓
国
に
２
人

分
の
納
骨
堂
を
つ
く
っ
て
く

れ
た
と
い
う
。
「
今
は
日
本

人
の
旦
那
の
事
も
尊
敬
し
て

く
れ
る
や
さ
し
い
子
に
な
り

ま
し
た
」
（
「
無
題
」
）
と
万

感
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
。

「
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
わ

が
人
生
」
。
家
族
を
支
え
な

が
ら
一
生
懸
命
、
と
き
に
は

し
た
た
か
に
生
き
ぬ
い
て
き

た
体
験
に
は
あ
ふ
れ
る
よ
う

な
パ
ワ
ー
が
み
な
ぎ
っ
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
日
本
評

論
社
（
０
３
・
３
９
８
７
・

８
６
２
１
）。

【
神
奈
川
】
川
崎
市
ふ
れ
あ
い
館
（
川
崎
区
桜
本
）
に
開
設
さ
れ
た
識
字
学
級
に
通

い
、
必
死
に
文
字
の
読
み
書
き
を
覚
え
た
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
の
つ
づ
っ
た
生
活
史
が
１
冊

の
本
に
な
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
『
わ
た
し
も
じ
だ
い
の
い
ち
ぶ
で
す
』
（
同
刊
行
委
員

会
企
画
）。
出
版
費
用
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
呼
び
か
け
、
目
標
（
１
４
０

万
円
）
を
大
き
く
上
回
る
１
８
４
万
５
５
５
円
を
集
め
た
。

日本評論社から出版

神
奈
川
（
李
順
載
団
長
、

１２
日
�
横
浜
市
内
の
ホ
テ

ル
）

神
奈
川
韓
国
商
工
会

議
所
（
趙
成
允
会
長
）
お
よ

び
横
浜
幸
銀
信
用
組
合
（
呉

龍
夫
理
事
長
）
に
よ
る
合
同

開
催
で
２
０
０
人
が
参
加
。

京
畿
道
立
国
楽
団
に
よ
る
風

物
ノ
リ
演
奏
で
開
幕
し
、
李

団
長
が
「
韓
日
関
係
が
悪
い

状
況
に
あ
る
か
ら
こ
そ
地
域

か
ら
発
信
す
る
韓
日
親
善
交

流
が
重
要
」
と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
公
明
党
県
本

部
代
表
の
上
田
勇
前
衆
議
院

議
員
、
牧
山
ひ
ろ
え
参
議
院

議
員
（
民
主
党
）
、
畑
野
君

枝
衆
議
院
議
員
（
共
産
党
）

の
ほ
か
県
議
と
市
議
多
数
が

参
席
。
川
崎
市
日
韓
親
善
協

会
連
合
会
か
ら
斎
藤
文
夫
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

席
上
、
李
明
烈
駐
横
浜
総

領
事
が
姜
�
圭
県
本
部
顧
問

に
国
務
総
理
表
彰
を
授
与
し

た
ほ
か
、
新
成
人
の
紹
介
も

行
わ
れ
た
。

千
葉
・
市
川
浦
安
支
部（
朴

且
寅
支
団
長
、
２０
日
�
市
川

市
内
の
ホ
テ
ル
）

朴
支
団

長
は
団
員
や
日
本
人
の
韓
国

語
講
座
受
講
生
を
前
に
「
人

権
を
第
一
に
お
互
い
仲
良
く

す
る
こ
と
が
重
要
。
わ
れ
わ

れ
も
在
日
同
胞
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
カ
ッ

ソ
リ
・
タ
リ
ョ
ン
（
韓
国
式

チ
ン
ド
ン
屋
）
が
会
場
内
を

練
り
歩
き
、
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。
オ
リ
ニ
た
ち
に
は
朴

支
団
長
が
お
年
玉
を
手
渡
し

た
。
湯
浅
止
子
市
川
市
議
の

ほ
か
同
本
部
か
ら
金
鎭
得
団

長
と
崔
英
子
婦
人
会
長
が
参

席
し
た
。

山
梨
（
李
正
炯
団
長
、
１２

日
�
甲
府
市
内
の
結
婚
式

場
）

新
定
住
者
の
団
長
は

山
梨
で
初
。
新
年
会
は
内
外

か
ら
注
目
を
集
め
、
昨
年
を

上
回
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

県
議
会
か
ら
は
臼
井
成
夫
県

連
幹
事
長
（
自
民
党
）
が
参

席
。
李
団
長
は
あ
い
さ
つ
で

韓
日
の
友
好
と
東
ア
ジ
ア
の

平
和
構
築
に
期
待
を
寄
せ

た
。席

上
、
新
成
人
の
門
出
も

祝
っ
た
。
洪
新
迎
さ
ん
（
共

立
高
等
看
護
学
院
２
年
）
は

「
看
護
学
校
の
残
り
２
年
も

し
っ
か
り
勉
強
し
、
国
家
資

格
を
取
得
し
て
看
護
職
に
就

き
た
い
」
と
抱
負
。
一
方
、

県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
に

通
う
李
在
浩
さ
ん
は
「
ジ
ュ

エ
リ
ー
業
界
で
活
躍
し
た

い
」
と
語
っ
た
。
豪
華
商
品

の
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

は
高
価
な
ジ
ュ
エ
リ
―
も
登

場
し
て
会
場
が
沸
い
た
。

茨
城
（
張
仙
鶴
団
長
、
１２

日
�
同
本
部
）

誰
も
が
楽

し
め
る
従
来
と
は
異
な
る

「
全
員
参
加
型
」
。
９０
人
が

運
試
し
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

や
カ
ラ
オ
ケ
、
大
抽
選
会
と

て
ん
こ
盛
り
の
企
画
を
楽
し

ん
だ
。
張
団
長
は
「
地
域
の

皆
さ
ん
と
仲
良
く
で
き
る
開

か
れ
た
民
団
づ
く
り
を
め
ざ

す
」
と
宣
言
し
た
。
来
賓
と

し
て
高
崎
進
県
議
（
公
明
党

茨
城
県
代
表
）
、
福
島
伸
亨

前
衆
議
院
議
員
ら
が
参
席
。

群
馬
（
朴
旋
用
団
長
、
１２

日
�
前
橋
市
内
の
ホ
テ
ル
）

朴
団
長
が
呂
健
二
中
央
団

長
の
祝
辞
を
代
読
。
懇
親
会

で
韓
国
観
光
公
社
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ

ｆ
ｅ
ｓ
ｔ

ｉ
ｖ
ａ
ｌ
」
を
鑑
賞
し
た
。

今
年
は
団
員
と
親
交
の
あ
る

日
本
人
も
多
数
参
加
し
た
。

新
潟
（
李
鐘
海
団
長
、
１３

日
�
新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル
）

西
村
ち
な
み
衆
議
院
議
員

（
立
憲
民
主
党
）
、
日
韓
親

善
新
潟
市
議
会
議
員
連
盟
の

志
田
恒
佳
会
長
、
日
韓
親
善

上
越
市
議
会
議
員
連
盟
の
佐

藤
さ
と
し
会
長
、
日
韓
親
善

協
会
の
片
桐
奈
保
美
会
長
ら

多
数
の
来
賓
を
迎
え
た
。
李

団
長
は
「
地
域
社
会
に
お
け

る
韓
日
友
好
親
善
の
懸
け
橋

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

在
日
２
世
の
李
�
承
さ
ん
が

ソ
プ
ラ
ノ
公
演
を
行
っ
た
。

兵
庫
（
李
圭
燮
団
長
、
１６

日
�
市
内
の
会
館
）

一
般

社
団
法
人
在
日
韓
商
兵
庫

（
趙
�
一
会
長
）
と
の
合
同

開
催
で
３
５
０
人
が
参
加
。

李
団
長
は
「
韓
日
友
好
親

善
を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
上

げ
、
豊
か
な
共
生
社
会
を
築

い
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
趙
会
長
も
、
神
戸
に
コ

リ
ア
タ
ウ
ン
、
ア
ジ
ア
ン
パ

ー
ク
な
ど
と
い
っ
た
観
光
地

の
創
設
を
め
ざ
す
と
述
べ

た
。
来
賓
か
ら
は
朴
起
準
総

領
事
が
同
胞
社
会
の
和
合
、

地
域
社
会
と
の
共
生
に
期
待

し
て
い
る
と
述
べ
、
金
澤
和

夫
県
副
知
事
も
「
国
と
の
関

係
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
地
域

と
地
域
、
人
と
人
と
の
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
」

と
強
調
し
た
。
神
戸
市
か
ら

は
寺
崎
秀
俊
副
市
長
が
参
席

し
た
。

島
根
（
金
吾
男
団
長
、
２０

�
松
江
市
内
の
ホ
テ
ル
）

金
団
長
は
「
民
団
の
文
化
共

生
交
流
事
業
を
支
え
て
く
れ

る
サ
ポ
ー
タ
ー
会
を
通
し
て

草
の
根
市
民
交
流
を
活
性
化

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
た
。

来
賓
の
金
寅
圭
駐
広
島
領

事
や
県
日
韓
協
連
合
会
会
長

を
務
め
る
細
田
重
雄
県
議
は

民
団
の
多
文
化
共
生
交
流
事

業
を
高
く
評
価
。
出
雲
市
の

岸
道
三
市
議
か
ら
は
「
県
内

で
も
特
に
外
国
人
が
増
え
て

い
る
出
雲
市
で
国
籍
条
項
の

撤
廃
運
動
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
の
抱
負
が
あ
っ
た
。

大
分
（
呉
成
秀
団
長
、
１９

日
�
同
本
部
）

団
員
世
帯

に
対
す
る
戸
別
訪
問
を
早
急

に
実
施
し
て
い
く
。

呉
団
長
は
「
去
年
創
団
７０

周
年
の
節
目
を
迎
え
、
今
年

は
新
し
い
第
１
歩
を
踏
み
出

し
た
。
団
員
と
の
情
報
共
有

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

式
典
後
、
後
期
幹
部
研
修

会
に
移
り
、
民
団
中
央
本
部

の
鄭
夢
周
副
団
長
が
「
内
外

情
勢
と
民
団
の
役
割
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
引
き
続
い

て
の
懇
談
会
で
は
く
じ
引
き

で
参
加
者
に
各
種
の
賞
品
が

配
ら
れ
た
。

高
知
（
鄭
慶
文
団
長
、
１５

日
�
高
知
市
の
華
珍
園
別

館
）

鄭
団
長
が
「
韓
日
関

係
が
少
し
で
も
改
善
す
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
文
化
交
流
を

続
け
て
い
く
」
と
日
韓
親
善

協
会
関
係
者
を
は
じ
め
と
す

る
出
席
者
に
協
力
を
求
め

た
。こ

れ
に
対
し
て
県
日
韓
親

善
協
会
の
西
森
潮
三
名
誉
会

長
は
「
現
在
の
日
韓
関
係
の

悪
化
は
政
治
上
の
問
題
で
あ

っ
て
、
私
た
ち
の
交
流
と
は

別
に
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。

こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
や
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
応
え

た
。

オリニに朴且寅支団長からお年玉（市川浦安支部）

２
月
５
日
の
ソ
ル
ラ
ル

（
旧
正
月
）
を
前
に
各
地
の

道
民
会
も
新
年
の
到
来
を
祝

っ
た
。

東
京
慶
尚
北
道
道
民
会

（
千
柄
勝
会
長
、
２６
日
�
都

内
の
ホ
テ
ル
、
写
真
）

李

�
雨
道
知
事
夫
妻
が
参
席

し
、
韓
服
で
道
民
会
の
役
員

・
会
員
２
０
０
人
を
前
に
ク

ン
ジ
ョ
ル
（
大
礼
節
）
を
行

っ
た
。
李
知
事
は
昨
年
７
月

に
就
任
し
た
ば
か
り
。
議
会

関
係
者
と
郡
守
ら
２０
人
と
と

も
に
訪
日
し
た
。

千
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
韓

日
関
係
の
修
復
・
改
善
へ
の

期
待
を
表
明
し
た
。
来
賓
と

し
て
民
団
東
京
本
部
の
金
秀

吉
団
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

兵
庫
県
慶
尚
南
道
道
民
会

（
李
相
哲
会
長
、
２７
日
�
神

戸
市
内
の
中
華
料
理
店
）

李
会
長
は
朝
鮮
通
信
使
の
寄

港
先
と
な
っ
た
兵
庫
県
た
つ

の
市
の
室
津
、
神
戸
市
兵
庫

区
の
兵
庫
津
を
挙
げ
、
通
信

使
の
友
好
交
流
の
精
神
を
伝

え
ら
れ
る
事
業
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

県
か
ら
は
金
澤
和
夫
副
知

事
が
参
席
。
「
隣
同
志
、
人

と
人
と
の
友
好
交
流
が
確
か

な
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

新
年
を
祝
う
鏡
割
り
に
は

駐
神
戸
総
領
事
館
の
朴
起
準

総
領
事
、
南
海
郡
の
張
忠
男

群
守
も
加
わ
っ
た
。

李
会
長
に
は
慶
尚
南
道
道

議
会
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

全
羅
道
道
民
会
（
丁
永
�

会
長
、
２６
日
�
大
阪
市
内
の

中
華
料
理
店
）

丁
会
長
が

７
年
間
務
め
て
き
た
会
長
の

任
を
朴
忠
弘
相
談
役
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
、
名
誉
会
長
に

就
い
た
。丁
名
誉
会
長
は「
道

民
会
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ

て
く
れ
る
と
思
う
」
と
朴
新

会
長
に
期
待
を
寄
せ
た
。

民
団
大
阪
本
部
の
呉
龍
浩

団
長
が
丁
名
誉
会
長
の
７
年

間
の
功
績
を
た
た
え
た
。
全

羅
南
道
大
阪
通
商
事
務
所
の

金
善
鶴
所
長
は
金
瑛

知
事

の
祝
辞
を
代
読
し
た
。

在
日
本
関
東
済
州
道
民
協

会
（
李
相
訓
会
長
、
２６
日
�

上
野
精
養
軒
）

済
州
道
か

ら
元
喜
龍
知
事
、
金
太
石
道

議
会
議
長
、李
碩
文
教
育
監
、

宋
錫
彦
済
州
大
学
校
総
長
ら

多
数
の
来
賓
が
駆
け
つ
け
、

４
０
０
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

元
知
事
は
道
内
各
地
に
建

つ
「
在
日
済
州
人
功
績
碑
」

８
３
７
基
に
つ
い
て
２
０
１

６
年
か
ら
３
年
以
上
か
け
て

調
査
し
、
３
冊
の
書
籍
を
発

刊
す
る
こ
と
で
顕
彰
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
年

は
世
界
各
国
の
済
州
人
１
３

０
万
人
を
一
つ
に
つ
な
げ
る

「
世
界
済
州
人
大
会
」
を
開

催
す
る
予
定
。李
会
長
は「
引

き
続
き
故
郷
へ
の
貢
献
の
道

を
模
索
し
て
い
く
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
た
。

成
人
式
も
行
わ
れ
、
新
成

人
を
代
表
し
て
高
淑
瑛
さ
ん

が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ

た
。

鎌
倉
時
代
末
期
に
開
創
さ
れ
た
大

徳
寺
。
室
町
時
代
に
は
応
仁
の
乱
で

荒
れ
は
て
た
が
、
一
休
和
尚
が
再
建

し
て
い
る
。
桃
山
時
代
に
は
豊
臣
秀

吉
が
織
田
信
長
の
葬
儀
と
菩
提
を
弔

う
た
め
に
総
見
院
を
建
立
し
た
。
こ

の
寺
に
朝
鮮
通
信
使
は
４
回
滞
在
し

て
い
る
。

立
て
札
「
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の

地
」
に
は
、
朝
鮮
通
信
使
が
１
６
０

７
年
に
大
徳
寺
を
訪
れ
た
と
き
の
宿

館
地
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
た
。
正

使
た
ち
は
天
瑞
院
。
随
行
員
は
総
見

院
と
か
真
珠
庵
。
そ
れ
か
ら
護
衛
の

対
馬
藩
主
に
五
山
僧
た
ち
は
興
臨

庵
、
聚
光
院
、
大
仙
院
に
宿
泊
し
て

い
る
。

大
徳
寺
は
、
１
５
９
０
年
（
豊
臣

秀
吉
時
代
）
か
ら
朝
鮮
通
信
使
を
受

け
入
れ
て
い
た
。

こ
の
寺
の
修
復
で
出
入
り
す
る
職

人
さ
ん
の
話
か
ら
、遺
物
部
屋
に「
朝

鮮
通
信
使
」
と
記
さ
れ
た
箱
が
並
ん

で
い
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
大

徳
寺
に
は
数
多
く
の
院
、
庵
、
寺
が

存
在
す
る
が
、
い
つ
も
公
開
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
ま
た
玄

関
に
は
「
撮
影
禁
止
」

の
表
記
が
貼
ら
れ
て
い

て
、
境
内
の
撮
影
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
理

由
を
僧
侶
に
尋
ね
て
み

た
が
「
寺
の
都
合
で
…
…
」
だ
け
言

っ
て
僧
房
に
消
え
て
い
っ
た
。

法
堂
の
「
鳴
き
龍
」
で
知
ら
れ
る

相
国
寺
慈
照
院
も
、
朝
鮮
通
信
使
と

深
い
関
わ
り
が
あ
る
。

幕
府
か
ら
対
馬
に
派
遣
さ
れ
た
京

都
五
山
の
僧
侶
た
ち
は
、
朝
鮮
と
の

外
交
文
書
作
成
、
通
信
使
の
応
対
、

貿
易
の
監
視
な
ど
を
以
酊
庵
（
い
て

い
あ
ん
）
で
執
り
行
う
の
で
あ
る
。

そ
の
な
か
に
別
宗
祖
縁
（
べ
っ
し
ゅ

う
そ
え
ん
、
１
６
５
８
年
～
１
７
１

４
年
）
が
い
た
。
彼
は
第
８
回
朝
鮮

通
信
使（
１
７
１
１
年
）に
同
行
し
て

い
る
。
そ
の
と
き
の
正
使
だ
っ
た
趙

泰
億
と
は
深
い
友
情
に
結
ば
れ
て
い

た
。
相
国
寺
に
は
、
二
人
が
交
わ
し

た
書
簡
や
絵
画
資
料
な
ど
が
保
管
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
資
料
で
知
っ
た
。

こ
の
寺
で
も
撮
影
禁
止
の
場
所
が

多
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
の
理

由
を
僧
侶
に
尋
ね
て
み
た
。
「
魂
が

抜
か
れ
る
か
ら
」
の
た
っ
た
一
言
で

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
が
景
福
宮

に
あ
っ
た
こ
ろ
、
朝
鮮
通
信
使
の
巻

物
を
撮
影
す
る
に
あ
た
り
、
研
究
員

か
ら
ス
ト
ロ
ボ
で
の
撮
影
を
禁
止
さ

れ
た
。
誰
に
教
わ
っ
た
の
か
「
強
力

な
光
を
当
て
る
と
、
遺
物
の
魂
が
抜

か
れ
る
か
ら
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

今
日
の
博
物
館
（
韓
国
）
に
お
い
て

は
、
照
明
器
具
の
規
制
は
も
ち
ろ
ん

な
い
。

私
は
本
能
寺
で
も
、
撮
影
ア
ン
グ

ル
を
正
門
と
外
観
だ
け
に
留
め
て
取

材
を
終
え
た
。

〈１７〉

釣鐘の後方に宿館となった総見院、聚光院（京都）

京
都

大
徳
寺
の
配
置
図
（
京
都
）

本能寺（京都）ゆかりの書簡や絵画資料を保管する相国寺（京都）

■
民
団
関
連
行
事

◆
東

京

▽
江
戸
川
支
部
「
新
年
会
」

�
２
日
１１
時
／
船
堀
タ
ワ
ー

ホ
ー
ル
▽
体
育
会
関
東
本
部

・
在
日
本
大
韓
蹴
球
協
会「
合

同
新
年
会
」
�
２
日
１７
時
／

焼
肉
坂
の
途
中
▽
大
田
支
部

「
南
北
統
一
と
在
日
同
胞
の

行
く
末
講
演
会
」
�
２
日
１８

時
／
同
支
部
▽
江
東
支
部

「
新
年
会
」
�
３
日
１１
時
半

／
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
２１
東
京

◆
神
奈
川

▽
横
浜
支
部
「
新
年
会
」
�

２
日
１７
時
／
ホ
テ
ル
横
浜
ガ

ー
デ
ン

◆
千

葉

▽
東
葛
支
部
「
新
年
会
」
�

２
日
１２
時
／
ハ
ー
ト
柏
迎
賓

館
▽
長
夷
支
部
「
新
年
会
」

�
３
日
１１
時
半
／
焼
肉
す
ず

や
▽
成
田
支
部
「
新
年
会
」

�
１０
日
１２
時
／
同
支
部

◆
埼

玉

▽
本
部
・
埼
玉
韓
商
「
税
務

相
談
」
�
１４
日
１０
時
／
川
口

支
部
会
館
▽
本
部
・
埼
玉
韓

商
「
税
務
相
談
」
�
１８
日
１０

時
／
草
加
市
稲
荷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
本
部
・
埼

玉
韓
商
「
税
務
相
談
」
�
２５

日
１０
時
／
西
部
支
部
会
館

◆
群

馬

▽
本
部
「
金
龍
寺
慰
霊
祭
」

�
２
日
１１
時
／
太
田
市
金
龍

寺◆
静

岡

▽
本
部
「
親
子
文
化
ス
ク
ー

ル
修
了
式
」
�
３
日
１０
時
／

同
本
部

◆
長

野

▽
諏
訪
支
部
「
新
年
会
」
�

３
日
１１
時
／
同
支
部

◆
宮

城

▽
本
部
「
宮
城
文
化
セ
ン
タ

ー
修
了
式
」
�
１
日
１４
時
／

本
部
会
館
▽
本
部
「
韓
国
語

無
料
講
座
」
�
４
日
１８
時
／

本
部
会
館
▽
塩
釜
支
部
「
新

年
会
」
�
１３
日
１２
時
／
多
賀

城
く
い
し
ん
坊
▽
本
部
「
ハ

ン
グ
ル
学
校
宮
城
ス
キ
ー
教

室
」
�
１６
日
９
時
／
Ｓ
Ｔ
メ

リ
ー

◆
愛

知

▽
東
中
支
部
「
鶴
橋
買
い
物

ツ
ア
ー
」
�
１
日
９
時
出
発

／
大
阪
鶴
橋
▽
本
部
・
各
支

部
「
県
内
支
部
合
同
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
」
�
２
日
９
時
／
岐

阜
県
荘
川
高
原
▽
愛
知
韓
商

・
愛
知
青
商「
経
済
講
演
会
」

�
８
日
１８
時
／
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ル
ー
ム
Ａ
Ｐ
名
古
屋
▽

名
南
支
部「
韓
国
料
理
教
室
」

�
９
日
１０
時
／
同
支
部
▽
岡

崎
支
部
「
相
続
・
遺
言
セ
ミ

ナ
ー
」
�
１０
日
１４
時
／
同
支

部
▽
東
中
支
部
「
相
続
・
遺

言
セ
ミ
ナ
ー
」
�
１７
日
１４
時

／
同
支
部
▽
名
中
支
部
「
韓

国
料
理
教
室
」
�
１９
日
１０
時

／
同
支
部

◆
三

重

▽
本
部
「
第
６
回
ボ
ウ
リ
ン

グ
交
流
会
・
講
師
会
」
�
１７

日
１０
時
半
／
桑
名
グ
ラ
ン
ド

ボ
ウ
ル

◆
大

阪

▽
青
年
会
大
阪
本
部
「
劇
団

石
（
ト
ル
）
ひ
と
り
芝
居
在

日
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
鑑
賞

会
」
�
２
日
１４
時
／
本
部
会

館
▽
青
年
会
近
畿
地
協
「
交

流
会
」
�
２
日
１８
時
／
本
部

会
館
▽
本
部
・
大
阪
教
育
院

「
第
８
回
中
学
生
ウ
リ
マ
ル

イ
ヤ
ギ
・
ク
イ
ズ
大
会
」
�

３
日
１１
時
／
鶴
橋
中
学
校
▽

大
阪
コ
リ
ア
ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ

ン
タ
ー
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」

�
１０
日
１４
時
／
パ
ー
テ
ィ
ー

ス
ペ
ー
ス
コ
ス
モ
ス
▽
本
部

・
大
阪
教
育
院
「
第
１３
回
オ

リ
ニ
ウ
リ
マ
ル
イ
ヤ
ギ
・
カ

ル
タ
大
会
」
�
１７
日
１１
時
／

舎
利
寺
小
学
校
▽
体
育
会
関

西
本
部
「
ふ
れ
あ
い
体
育
広

場
在
日
関
西
韓
国
人
新
春
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
」
�
１７
日
１３

時
／
大
阪
心
斎
橋
サ
ン
ボ
ウ

ル◆
兵

庫

▽
本
部
「
第
２
回
キ
ム
チ
づ

く
り
体
験
」
�
２
日
１４
時
／

同
本
部
▽
宝
塚
・
伊
丹
・
尼

崎
支
部
「
オ
リ
ニ
土
曜
学
校

（
チ
ャ
ン
ゴ
）
」
�
２
日
１４

時
／
宝
塚
支
部
▽
西
神
支
部

「
第
１７
回
韓
国
カ
ラ
オ
ケ
講

習
」
�
５
日
１５
時
／
カ
ラ
オ

ケ
歌
居
屋
▽
本
部
「
オ
リ
ニ

土
曜
学
校
（
チ
ャ
ン
ゴ
）
」

�
９
日
１４
時
／
同
本
部
▽
西

宮
支
部
「
憩
い
の
場
」
�
１４

日
１１
時
半
／
同
支
部
▽
宝
塚

・
伊
丹
・
尼
崎
支
部
「
オ
リ

ニ
土
曜
学
校
（
チ
ャ
ン
ゴ
）」

�
１６
日
１４
時
／
宝
塚
支
部
▽

尼
崎
支
部
「
第
３４
回
映
画
鑑

賞
会
」
�
１６
日
１４
時
半
／
同

支
部
▽
西
宮
支
部
「
文
化
・

歴
史
教
室
」
�
１９
日
１９
時
／

同
支
部
▽
本
部
「
オ
リ
ニ
土

曜
学
校
（
テ
コ
ン
ド
）
」
�

２３
日
１４
時
／
同
本
部
▽
本
部

「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」

�
２３
日
１７
時
／
プ
ー
ロ
レ
テ

ィ◆
岡

山

▽
本
部
「
外
国
人
労
働
者
政

策
勉
強
会
」
�
１８
日
９
時
／

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

◆
鳥

取

▽
本
部「
第
４２
回
在
日
講
座
」

�
２３
日
１４
時
／
同
本
部

◆
熊

本

▽
本
部
「
３
・
１
節
１
０
０

周
年
記
念
公
演
韓
国
伝
統
舞

踊
」
�
２８
日
１８
時
／
阿
蘇
や

ま
な
み
ゴ
ル
フ
場

◆
学
生
会

▽
学
生
会
中
央
本
部
「
Ｋ
Ｓ

Ｊ
Ｗ
２
０
１
９
」
�
１２
～
１５

日
／
長
野
県
野
麦
の
里

■
そ
の
他
行
事

◆
東

京

▽
東
京
韓
国
学
校
「
高
等
部

卒
業
式
」
�
２
日
１０
時
／
同

校
講
堂
▽
慶
南
道
民
会
「
新

年
会
」
�
２
日
１２
時
半
／
上

野
精
養
軒
▽
在
日
本
韓
国
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
「
２
・
８
独
立
宣
言

１
０
０
周
年
記
念
前
夜
祭
」

�
７
日
１９
時
／
同
館
▽
在
日

本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
「
２
・
８

独
立
宣
言
１
０
０
周
年
記
念

式
」
�
８
日
１１
時
／
同
館
▽

在
日
世
界
韓
人
商
工
人
連
合

会
「
新
春
の
つ
ど
い
」
�
８

日
１７
時
／
ホ
テ
ル
雅
叙
園
東

京
▽
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

「
２
・
８
独
立
宣
言
１
０
０

周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
�
９
日
１５
時
／
同
館
▽

全
北
道
民
会
「
新
年
会
」
�

９
日
１７
時
／
東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
▽
全
南
道
民
会
「
新

年
会
」
�
１０
日
１７
時
／
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
▽
在
日
忠
清

道
民
会
「
新
年
会
」
�
１６
日

１７
時
半
／
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル

◆
神
奈
川

▽
湘
南
日
韓
協
「
新
春
の
つ

ど
い
」
�
９
日
１７
時
／
藤
沢

市
民
会
館

◆
千

葉

▽
千
葉
慶
北
道
民
会
「
新
年

会
」
�
１１
日
１２
時
／
京
成
ホ

テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
▽
千
葉
韓

国
人
納
税
組
合
「
３０
年
度
確

定
申
告
・
相
談
会
」
�
１５
日

１０
時
／
本
部
会
館

◆
愛

知

▽
岡
崎
市
国
際
交
流
協
会

「
お
か
ざ
き
多
文
化
共
生
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
岡
崎
支
部

が
出
展
�
３
日
１０
時
／
岡
崎

市
竜
美
丘
会
館
▽

◆
三

重

▽
三
重
日
韓
協
「
第
４６
回
通

常
総
会
」
�
１９
日
１７
時
／
プ

ラ
ザ
洞
津

◆
大

阪

▽
金
剛
学
園
「
高
等
学
校
卒

業
式
」
�
２
日
１０
時
／
同
校

▽
近
畿
経
友
納
税
連
合
会

「
税
務
研
修
会
」
�
５
日
１５

時
／
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
大
阪
▽
在
日
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
「
２
・
８
独
立
宣
言
１
０

０
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
�
１５
日
１８
時
半
／
在

日
韓
国
基
督
教
会
館

◆
兵

庫

▽
兵
庫
慶
北
道
民
会
「
新
年

会
」
�
３
日
１２
時
／
第
一
楼

▽
神
戸
教
育
院
「
ソ
ル
ナ
ル

ハ
ン
マ
ダ
ン
」
�
５
日
１１
時

半
／
本
部
会
館
▽
兵
庫
韓
商

「
法
律
・
税
務
・
経
営
・
融

資
等
無
料
相
談
窓
口
」
�
６

日
１６
時
／
本
部
会
館
▽
神
戸

総
領
事
館
「
同
胞
の
た
め
の

領
事
館
会
議
」
�
２６
日
１６
時

／
同
館

◆
京

都

▽
京
都
造
形
芸
術
大
学
「
尹

東
柱
追
悼
献
花
式
と
交
流

会
」
�
１５
日
１１
時
半
／
同
大

学
高
原
校
舎
▽
京
都
国
際
学

園
「
高
等
学
校
卒
業
式
」
�

１６
日
１０
時
／
同
校

◆
岡

山

▽
岡
山
慶
南
道
民
会
・
岡
山

慶
北
道
民
会「
合
同
新
年
会
」

�
２
日
１１
時
半
／
岡
山
韓
国

会
館

◆
山

口

▽
山
口
慶
南
道
民
会「
総
会
」

�
８
日
１２
時
／
本
部
会
館

◆
福

岡

▽
韓
国
福
岡
青
年
会
議
所

「
定
期
総
会
・
新
春
懇
親
会
」

�
８
日
１６
時
／
グ
ラ
ン
ド
ハ

イ
ア
ッ
ト
福
岡
▽
朝
鮮
通
信

使
と
友
に
福
岡
の
会「
総
会
」

�
１６
日
１６
時
／
福
岡
韓
国
会

館

ＳＢＪ銀行調べ
（１月２９日現在）

１万円

９４，９０５
ウォン

９９，２３１
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

９６，３０８
ウォン

１００，７６６
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

正使と深い友情結んだ僧侶も

藤本巧（写真作家）

苦
難
の
生
活
史
本
に

在
日
１
世
ハ
ル
モ
ニ

識
学
学
級
で
学
び

ソ
ル
ラ
ル
を
前
に
し
て

各
地
道
民
会
で
も
新
年
祝
う

韓
日
友
好

民
団
が
主
導

各
地
の
新
年
会
で
韓
流
交
流

大
徳
寺
、相
国
寺
、

本
能
寺

（

）

２月の

予 定

（２）２０１９年１月３０日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９２０号
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�
�
�
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�
�

焼
肉
関
連
業
界
が
一
堂
に

集
ま
る
「
第
１１
回
～
ミ
ー
ト

フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
～
焼
肉
ビ

ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

２４
日
ま
で
の
２
日
間
、
東
京

・
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
文
化
会
館
で
開
か
れ
、

昨
年
を
上
回
る
２
万
２
０
０

０
人
以
上
の
来
場
者
が
訪
れ

た
。関

連
業
者
２
０
３
社
が
出

展
。
キ
ム
チ
や
チ
ャ
ン
ジ
ャ

な
ど
の
総
菜
を
扱
う
業
者
が

目
立
つ
中
で
、第
一
物
産
は
、

栄
養
価
が
高
い
こ
と
か
ら

「
野
菜
の
王
様
」
と
呼
ば
れ

る
ケ
ー
ル
の
ナ
ム
ル
を
新
商

品
の
目
玉
と
し
て
紹
介
し

た
。ピ

ビ
ン
パ
や
冷
麺
の
具
材

な
ど
に
使
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
お
つ
ま
み
と
し
て
そ
の

ま
ま
食
べ
て
も
ク
セ
の
な
い

食
べ
や
す
さ
で
来
場
者
か
ら

も
好
評
を
得
て
い
た
。

草
家
の
自
信
作
は
リ
キ
ュ

ー
ル
類
。
昨
年
、
ア
ジ
ア
最

大
の
食
品
・
飲
料
展
示
会「
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
の
「
美
食
女
子
グ
ラ
ン

プ
リ
」で
金
賞
を
受
賞
し
た
。

無
着
色
、人
工
甘
味
料
・
酸
味

料
は
不
使
用
。
韓
国
産
の
最

高
級
ブ
ラ
ン
ド
米
１
０
０
％

を
使
用
し
た
純
米
マ
ッ
コ
リ

と
と
も
に
注
目
を
集
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
チ
ー
ズ
タ
ッ

カ
ル
ビ
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
簡
単
に
調

理
が
で
き
る
タ
ッ
カ
ル
ビ
ソ

ー
ス
や
、
料
理
の
隠
し
味
と

し
て
も
使
え
る
牛
骨
ス
ー
プ

な
ど
、
独
自
の
商
品
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
企
業
も
見
ら
れ

た
。同

展
示
会
は
２
月
５
、
６

の
両
日
、
「
居
酒
屋
展
」
と

併
せ
て
大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ

ー
ル
で
も
開
催
さ
れ
る
。

２
月
８
日
、
東
京
に
は
午

前
１１
時
ご
ろ
か
ら
粉
雪
が
降

り
出
し
て
い
た
。
や
が
て
、

３０
年
ぶ
り
の
大
雪
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。こ
の
日
、

東
京
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
会

館
１
階
講
堂
（
現
在
の
在
日

本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
で
午
後

２
時
か
ら
朝
鮮
留
学
生
学
友

会
の
総
会
が
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。

会
場
周
辺
で
は
当
局
が
午

前
中
か
ら
４０
～
５０
人
を
繰
り

出
し
、
厳
戒
体
制
を
と
っ
て

い
た
。
当
局
に
と
っ
て
当
時

の
学
友
会
は
留
学
生
と
い
う

よ
り
も
「
潜
在
的
犯
罪
容
疑

者
」
。
そ
の
思
想
を
マ
ー
ク

し
、
行
動
を
常
時
監
視
す
べ

き
存
在
だ
っ
た
。

土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
午
後
い
ち
ば
ん
か
ら
会

場
に
詰
め
か
け
て
い
た
中
心

的
な
学
生
た
ち
は
、
会
場
周

囲
の
制
服
、
私
服
の
警
官
を

目
に
し
て
息
を
の
ん
だ
。
胸

の
な
か
で
は
不
安
と
決
意
が

交
差
し
た
。
「
き
ょ
う
の
計

画
は
無
事
実
行
さ
れ
る
だ
ろ

う
か
」
「
い
や
、
是
が
非
で

も
や
り
と
げ
ね
ば
な
ら
な

い
。
独
立
宣
言
書
、
決
議
文

だ
け
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
読
み
上
げ
ね
ば
…
…
」

会
場
は
定
刻
前
か
ら
立
す

い
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
だ
っ

た
。
当
時
の
新
聞
報
道
な
ど

に
よ
れ
ば
、
結
集
し
た
の
は

４
０
０
人
な
い
し
は
６
０
０

人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

１
９
１
０
年
か
ら
１９
年
ま

で
の
年
平
均
留
学
生
数
は
６

３
６
人
と
い
う
か
ら
、
東
京

に
い
る
留
学
生
の
大
半
が
一

堂
に
会
し
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

学
友
会
会
長
の
白
南
奎
が

総
会
の
開
会
を
宣
言
。
開
会

祈
祷
が
終
わ
る
と
同
時
に
前

か
ら
２
列
目
に
座
っ
て
い
た

崔
八
�
が
席
を
立
っ
て
「
緊

急
動
議
！
」
と
叫
び
な
が
ら

壇
上
に
駆
け
上
が
り
、
上
ず

っ
た
声
で
「
朝
鮮
青
年
独
立

団
を
発
足
さ
せ
よ
う
」
と
呼

び
か
け
る
。

す
ぐ
に
声
討
が
始
ま
っ

た
。
徐
椿
、
李
	
根
、
さ
ら

に
女
子
学
生
の
金
瑪
利
亜
も

壇
上
で
演
説
。
「
い
ま
や
独

立
の
機
は
熟
し
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
は
祖
国
と
民
族
の
た

め
に
最
後
ま
で
闘
う
ぞ
ー
」。

演
説
と
い
う
よ
り
も
叫
び
だ

っ
た
。
場
内
は「
オ
ル
ソ
ー
」

「
オ
ル
ソ
ー
」
（
そ
う
だ
）

の
大
合
唱
だ
っ
た
。

間
髪
を
入
れ
ず
白
寛
洙
が

独
立
宣
言
書
を
朗
読
し
た
。

白
寛
洙
の
背
後
の
壁
に
は
い

つ
の
ま
に
か
絹
布
に
墨
黒
々

と
書
か
れ
た
独
立
宣
言
が
さ

が
っ
て
い
た
。

「
朝
鮮
独
立
青
年
団
は
、

わ
が
２
０
０
０
万
民
族
を
代

表
し
て
、
正
義
と
自
由
の
勝

利
を
得
た
世
界
万
邦
の
前
に

独
立
を
期
成
せ
ん
こ
と
を
宣

言
す
る
」
。
場
内
は
波
を
打

っ
た
か
の
よ
う
に
静
か
だ
っ

た
。
暗
唱
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
朗
々
と
し
た
白
寛
洙
の

声
だ
け
が
会
場
の
隅
々
ま
で

響
き
渡
っ
た
。
留
学
生
た
ち

か
ら
は
嗚
咽
が
せ
き
を
切
っ

た
か
の
よ
う
に
流
れ
出
た
。

た
た
み
か
け
る
よ
う
に
金

度
演
が
決
議
文
を
読
み
あ
げ

た
。
「
要
求
が
失
敗
し
た
時

に
は
、
わ
が
民
族
は
日
本
に

対
し
、
永
遠
な
る
血
戦
を
宣

布
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
発

生
す
る
惨
禍
は
わ
が
民
族
が

そ
の
責
を
負
う
も
の
で
は
な

い
」
。
こ
の
最
後
の
句
節
に

は
留
学
生
た
ち
の
亡
国
の
悲

哀
、
愛
国
愛
族
の
情
、
祖
国

独
立
・
再
建
へ
の
気
概
が
す

べ
て
叩
き
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
後
、
参
加
者
全
員
に

よ
る
示
威
行
進
で
大
日
本
帝

国
議
会
と
日
本
政
府
へ
の
請

願
を
計
画
し
て
い
た
が
、
警

察
の
解
散
命
令
を
受
け
、
実

現
し
な
か
っ
た
。
宣
言
署
名

当
時
者
を
中
心
と
す
る
２７
人

が
靴
を
履
か
せ
て
も
ら
え

ず
、
裸
足
の
ま
ま
雪
の
降
る

凍
て
つ
く
夜
道
を
西
神
田
署

に
連
行
さ
れ
た
。

朝
鮮
近
現
代
史
を
専
門
に

研
究
し
て
い
る
姜
徳
相
さ
ん

（
在
日
韓
人
歴
史
資
料
館
初

代
館
長
）
は
著
書
で
「
３
・

１
宣
言
と
は
文
脈
の
構
成
に

お
い
て
相
似
性
を
持
ち
な
が

ら
も
、
２
・
８
宣
言
の
ほ
う

が
独
立
宣
言
と
し
て
の
思
想

性
や
説
得
性
は
は
る
か
に
高

い
も
の
が
あ
る
。
単
な
る
学

生
運
動
の
宣
言
で
は
な
く
、

３
・
１
運
動
を
誘
発
し
、
リ

ー
ド
し
た
宣
言
で
あ
る
」
と

高
く
評
価
し
て
い
る
。

東
京
に
留
学
し
て
い
た
被
植
民
地
出
身
の
若
き
学
生

た
ち
が
１
９
１
９
年
２
月
８
日
、神
田
区
西
小
川
町（
当

時
）
の
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
会
館
で
独

立
を
宣
言
し
て
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
同
宣
言

は
３
・
１
独
立
運
動
の
「
導
火
線
」
の
役
割
を
果
た
し

た
。
ア
ジ
ア
の
弱
小
民
族
の
独
立
闘
争
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
イ
ン
ド
の
詩
聖
、
タ
ゴ
ー
ル
が
「
大
き

な
力
に
な
っ
た
」
と
韓
国
に
感
謝
し
た
１
９
２
９
年
の

献
詩
「
東
方
の
灯
」
と
も
い
う
べ
き
運
動
だ
っ
た
。

来場者の関心を集める第一物産のブース

公立学校教員の国籍差別を検証する有識者と弁護士

自
由
人
権
協
主
催

第
１
回
は
「
公
立
学
校
教

員
の
国
籍
差
別
～
常
勤
講
師

問
題
」
。
１９
日
、
東
京
・
千

代
田
区
の
中
央
大
学
駿
河
台

記
念
館
で
開
か
れ
た
。

文
部
省
（
当
時
）
が
外
国

籍
に
も
一
般
の
教
員
採
用
試

験
の
門
戸
を
開
放
し
た
の
は

韓
日
両
国
外
相
が
署
名
し
た

覚
書
（
９１
年
１
月
１０
日
）
に

基
づ
く
。
こ
の
覚
書
は
明
暗

の
両
側
面
が
あ
っ
た
。
「
当

然
の
法
理
」
を
理
由
に
外
国

籍
の
教
員
採
用
試
験
を
認
め

て
こ
な
か
っ
た
自
治
体
の
門

戸
を
９２
年
度
の
教
員
採
用
試

験
か
ら
一
律
に
開
い
た
こ
と

は
前
進
だ
っ
た
が
、
東
京
都

や
大
阪
府
・
市
の
よ
う
に
７０

年
代
か
ら
独
自
に
国
籍
要
件

を
撤
廃
し
て
い
た
先
進
的
な

自
治
体
に
は
後
退
の
結
果
を

も
た
ら
し
た
。

東
京
都
や
川
崎
市
は
９１
年

３
月
の
文
部
省
教
育
助
成
局

通
知
後
も
「
教
諭
」
任
用
を

続
け
て
い
る
が
、
管
理
職
に

は
制
限
を
設
け
た
。
ま
た
、

大
阪
府
・
市
、
堺
市
は
職
が

教
諭
か
ら
「
講
師
」
に
変
わ

り
、
職
名
に
「
指
導
専
任
」

の
肩
書
が
付
い
た
。

ち
な
み
に
中
島
智
子
さ
ん

（
プ
ー
ル
学
院
大
学
元
教
員
）

を
中
心
と
す
る
「
公
立
学
校

外
国
籍
教
員
研
究
会
」
の
調

査
（
２
０
１
２
年
）
に
よ
れ

ば
、
全
国
２
５
７
人
の
外
国

籍
教
員
の
う
ち
、
２
１
４
人

が
大
阪
府
内
を
中
心
と
す
る

近
畿
地
域
に
偏
在
す
る
。

在
日
３
世
、
李
智
子
さ
ん

は
横
浜
市
教
委
に
期
限
を
附

さ
な
い
常
勤
講
師
と
し
て
任

用
さ
れ
た
。
採
用
さ
れ
て
か

ら
今
年
が
１３
年
目
の
中
堅
。

教
科
指
導
に
も
自
信
が
あ

り
、
日
本
人
の
同
僚
教
師
に

は
引
け
を
取
っ
て
い
な
い
と

い
う
自
負
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
期
限
を
附
さ
な

い
常
勤
講
師
と
し
て
の
冷
徹

な
現
実
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る

時
が
あ
る
。
そ
れ
は
職
名
に

「
講
師
」
と
書
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
。
名
刺
の
肩

書
も
「
講
師
」
だ
。
い
つ
も

「
な
ん
で
？
」
と
自
問
自
答

し
て
い
る
。
「
ど
う
せ
一
生

懸
命
や
っ
て
も
権
利
は
も
ら

え
な
い
」
と
な
れ
ば
、
や
る

気
に
も
響
く
。
生
徒
や
保
護

者
か
ら
「
下
級
教
員
」
と
誤

解
さ
れ
な
い
か
と
の
心
配
も

つ
き
ま
と
う
。

李
さ
ん
は
「
教
員
に
な
っ

た
の
は
子
ど
も
た
ち
と
関
わ

り
た
か
っ
た
か
ら
こ
そ
。
校

長
や
副
校
長
、
教
頭
に
な
り

た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。

で
も
、
管
理
職
に
な
っ
た
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
も
あ
る
」

と
い
う
。
た
と
え
ば
人
権
教

育
も
そ
う
だ
。
期
限
を
附
さ

な
い
常
勤
講
師
と
教
諭
で
は

諸
手
当
を
含
む
生
涯
賃
金
に

も
大
き
な
格
差
が
生
じ
る
。

辛
い
の
は
教
員
を
志
望
す
る

外
国
籍
の
生
徒
に
こ
う
し
た

現
実
を
ど
う
説
明
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
。

中
島
さ
ん
は
「
『
当
然
の

法
理
』
は
論
理
で
は
な
い
。

国
民
の
教
育
を
外
国
人
に
任

せ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
情
緒

的
、
非
論
理
的
な
側
面
が
感

じ
ら
れ
る
。
外
国
籍
も
日
本

人
と
お
な
じ
質
の
仕
事
を
し

て
い
る
の
に
、
現
実
に
合
っ

て
い
な
い
。
学
校
現
場
で
も

周
知
し
て
い
る
の
に
、
議
論

で
き
る
場
が
設
定
さ
れ
て
い

な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

外
国
籍
者
が
日
本
人
と
同
じ
一
般
の
教
員
採
用
試
験

を
受
け
て
選
考
に
合
格
し
て
も
公
立
学
校
で
は「
教
諭
」

に
つ
け
ず
、
「
期
限
を
附
さ
な
い
常
勤
講
師
」
と
し
て

任
用
さ
れ
る
。
現
場
で
教
諭
と
ほ
ぼ
同
等
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
職
名
は
講
師
の
た
め
に
管
理
職
へ
の
道
を
閉

ざ
さ
れ
、
結
果
的
に
生
涯
賃
金
で
大
き
な
格
差
を
生
ん

で
い
る
の
が
実
態
だ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
自
由
人
権
協
会
が
こ
う

し
た
公
的
国
籍
差
別
に
メ
ス
を
入
れ
る
連
続
企
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

東
京
韓
国
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
オ

モ
ニ
合
唱
団（
李
明

団
長
、

団
員
１９
人
）
が
２２
日
、
東
京

・
新
宿
の
牛
込
箪
笥
ホ
ー
ル

で
第
１２
回
定
期
演
奏
会
を
開

い
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
私
た

ち
の
冬
物
語
」
。
同
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
を
中
心
に
約
３
０
０

人
が
女
性
３
部
合
唱
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
に
耳
を
傾
け
た
。

「
思
い
出
」「
オ
モ
ニ
」「
冬

の
物
語
」
の
３
部
構
成
。
若

い
女
性
が
恋
を
し
て
娘
を
持

つ
母
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
迎

え
る
厳
し
い
人
生
の
冬
を
家

族
と
一
緒
に
乗
り
越
え
て
い

こ
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
と

な
っ
て
い
る
。

主
な
曲
目
は
「
故
郷
の

春
」、「
愛
の
讃
歌
」、「
家
ご

は
ん
」、「
母
か
ら
娘
へ
」、「
私

た
ち
の
冬
」、「
願
い
」
な
ど

１１
曲
。

最
後
は
会
場
か
ら
の
「
ア

ン
コ
ー
ル
」
の
声
に
応
え
て

「
先
駆
者
」
と
「
幸
福
の
国

へ
」
で
締
め
く
く
っ
た
。
ゲ

ス
ト
に
同
校
を
卒
業
し
て
現

在
は
東
京
音
楽
大
学
で
学
ぶ

徐
多
榮
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

を
迎
え
た
。

同
合
唱
団
は
１
９
８
０
年

の
創
団
。
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
の
２
・
８
独
立
宣
言

記
念
式
や
新
宿
合
唱
連
盟
主

催
の
合
唱
祭
、
韓
日
交
流
イ

ベ
ン
ト
「
め
ぐ
り
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
な
ど
に
も
出
演
し

て
い
る
。

会場となった朝鮮基督教青年会会
館（在日本韓国ＹＭＣＡ提供）

冬をイメージした純白のドレスで歌う団員たち（第３部）

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

（
成
田
稔
館
長
、
東
京
都
東

村
山
市
）
は
２７
日
、
同
館
に

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
監
督

の
宮
崎
駿
さ
ん
を
招
き
、
同

館
運
営
委
員
・
語
り
部
を
務

め
て
き
た
故
金
相
権
（
佐
川

修
）
さ
ん
を
し
の
ん
だ
。
宮

崎
監
督
は
金
さ
ん
が
設
立
に

尽
力
し
た
同
資
料
館
の
前
身

で
あ
る
「
高
松
宮
ハ
ン
セ
ン

病
資
料
館
」
当
時
か
ら
金
さ

ん
と
親
交
を
深
め
て
い
た
。

金
さ
ん
は
国
立
療
養
所
多

磨
全
生
園
で
入
所
者
自
治
会

の
役
員
を
務
め
る
な
ど
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
運
動

の
中
心
を
担
っ
て
い
た
。
宮

崎
さ
ん
は
金
さ
ん
と
出
会
っ

た
こ
と
で
作
品
「
も
の
の
け

姫
」
（
９７
年
）
に
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
を
登
場
さ
せ
た
。

宮
崎
監
督
は
「
佐
川
さ
ん

が
大
好
き
。
大
切
な
人
で
し

た
」
と
語
っ
た
。
園
内
の
老

朽
化
し
た
木
造
建
築
物
を
残

し
て
ほ
し
い
と
多
額
の
寄
付

も
し
た
。
帰
宅
途
中
、
深
夜

１２
時
過
ぎ
に
園
内
の
納
骨
堂

に
立
ち
寄
り
、
手
を
合
わ
せ

た
思
い
出
も
明
か
し
た
。

講
演
に
先
立
っ
て
中
学
生

を
相
手
に
語
り
部
を
務
め
る

生
前
の
金
さ
ん
を
映
像
で
た

ど
っ
た
。
金
さ
ん
は
療
養
所

の
歴
史
と
生
活
を
振
り
返
り

な
が
ら「
病
人
で
は
な
く
、囚

人
と
し
て
収
容
さ
れ
た
」
と

淡
々
と
語
っ
た
。
特
に
米
国

で
プ
ロ
ミ
ン
と
い
う
特
効
薬

が
開
発
さ
れ
て
不
治
の
病
で

は
な
く
な
っ
た
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
人
権
無
視
の
「
ら
い

予
防
法
」
が
続
い
た
こ
と
に

怒
り
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
、

国
の
政
策
が
偏
見
と
差
別
を

増
産
し
た
と
批
判
し
た
。

金
さ
ん
は
全
羅
南
道
出

身
。
１４
歳
で
発
病
し
、
群
馬

県
の
栗
生
楽
泉
園
に
入
所
。

身
延
深
敬
園
（
山
梨
県
）
を

経
て
多
磨
全
生
園
に
転
園
し

て
き
た
。
資
料
館
を
「
啓
発

の
基
地
」
と
し
て
重
視
し
、

「
ハ
ン
セ
ン
病
を
隠
す
な
」

「
ハ
ン
セ
ン
病
に
無
知
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え

な
が
ら
昨
年
１
月
２４
日
に
死

去
し
た
。

今
回
の
催
し
は
資
料
館
の

開
館
２５
周
年
記
念
。
抽
選
で

１
１
０
人
を
招
待
し
た
と
こ

ろ
、
２
倍
を
超
す
応
募
が
あ

っ
た
。
抽
選
に
も
れ
た
参
加

者
は
別
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
見

守
っ
た
。

プ
ロ
ミ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵
画
と
宮
崎
駿
監
督

関
東
大
震
災
の
混
乱
の
さ

な
か
朝
鮮
人
虐
殺
の
歴
史
を

隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
日
本
政

府
の
圧
力
に
屈
服
せ
ず
、
最

後
ま
で
「
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
」

と
し
て
の
信
念
を
貫
い
た
独

立
運
動
家
、
朴
烈
と
そ
の
日

本
人
妻
金
子
文
子
の
愛
と
葛

藤
を
描
い
た
映
画
「
金
子
文

子
と
朴
烈
」（
李
濬
謚
監
督
）

が
日
本
で
も
公
開
さ
れ
る
。

韓
国
で
は
２
０
１
７
年
、
２

３
５
万
人
を
動
員
す
る
大
ヒ

ッ
ト
を
記
録
し
た
。

金
子
文
子
は
朴
烈
の
「
犬

こ
ろ
」
と
い
う
詩
に
心
を
奪

わ
れ
、
同
志
・
恋
人
と
し
て

共
に
生
き
る
決
意
を
固
め

る
。
２
人
が
結
社「
不
逞
社
」

を
結
成
し
て
間
も
な
く
関
東

大
震
災
が
発
生
。朴
烈
は「
不

逞
鮮
人
」
の
象
徴
と
し
て
金

子
文
子
と
も
ど
も
逮
捕
さ

れ
、
「
大
逆
罪
」
の
濡
れ
衣

で
裁
判
を
受
け
る
こ
と
に
。

朴
烈
は
自
ら
死
刑
を
望
ん
だ

金
子
文
子
と
の
愛
に
殉
じ
る

こ
と
を
決
意
し
た
。

朴
烈
は
自
ら
要
求
し
て
金

子
文
子
と
も
ど
も
韓
服
の
礼

装
で
法
廷
に
立
ち
、
死
刑
の

判
決
も
甘
ん
じ
て
受
け
る
。

そ
の
後
、
２
人
は
特
赦
で
無

期
懲
役
に
減
刑
。
金
子
文
子

は
こ
の
判
決
を
受
け
入
れ
ず

自
死
を
選
ぶ
が
、
朴
烈
は
解

放
の
年
ま
で
獄
中
生
活
を
続

け
、
民
団
中
央
本
部
の
初
代

団
長
に
就
任
し
た
。

映
画
の
も
う
一
つ
の
見
ど

こ
ろ
は
重
要
な
役
で
存
在
感

を
示
し
た
在
日
同
胞
俳
優
の

存
在
。
関
東
大
震
災
時
の
朝

鮮
人
虐
殺
を
引
き
起
こ
し
た

水
野
錬
太
郎
大
臣
役
を
誰
よ

り
も
邪
悪
で
狡
猾
に
演
じ
た

の
は
在
日
３
世
の
金
仁
友

だ
。
裁
判
で
死
刑
の
判
決
を

下
し
た
牧
野
菊
之
助
裁
判
長

に
劇
団
「
新
宿
梁
山
泊
」
を

主
宰
す
る
金
守
珍
、
内
田
康

哉
外
務
大
臣
は
趙
博
が
演
じ

た
。全

国
に
先
駆
け
て
東
京
は

渋
谷
の
シ
ア
タ
ー
・
イ
メ
ー

ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
大
阪
は
シ

ネ
マ
ー
ト
心
斎
橋
で
そ
れ
ぞ

れ
２
月
１６
日
か
ら
公
開
さ
れ

る
。

映画のポスターから

【
北
海
道
】
第
７０
回
さ
っ

ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
「
国
際
雪
像

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
参
加
す
る

韓
国
大
田
市
チ
ー
ム
は
雪
像

テ
ー
マ
を
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」

�
写
真
�
と
し
た
。

小
さ
な
女
の
子
が
夢
や
希

望
を
込
め
た
シ
ャ
ボ
ン
玉
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
。
同
チ
ー
ム
の
関
係
者
に

よ
れ
ば
、
「
私
た
ち
家
族
の

幸
せ
や
喜
び
を
願
う
も
の
」

だ
と
い
う
。

世
界
各
地
の
国
・
地
域
、

都
市
か
ら
９
チ
ー
ム
が
参

加
。
札
幌
市
の
大
通
会
場
１１

丁
目
「
国
際
広
場
」
で
２
月

３
日
か
ら
雪
像
を
制
作
し
、

２
月
７
日
の
審
査
会
・
表
彰

式
に
臨
む
。

宋
相
賛
氏
（
民
団
岩
手
本

部
顧
問
）
２６
日
、
急
性
肺
炎

の
た
め
死
去
。８６
歳
だ
っ
た
。

葬
儀
・
告
別
式
は
３０
日
、
盛

岡
市
内
の
メ
モ
リ
ア
ー
ル
ホ

ー
ル
盛
岡
長
安
殿
で
営
ま
れ

る
。
喪
主
は
長
男
の
西
本
有

伺
氏
。
県
韓
国
人
商
工
協
同

組
合
理
事
長
、
民
団
岩
手
本

部
監
察
委
員
長
な
ど
歴
任
し

２
０
１
０
年
に
大
統
領
表

彰
。

教員なのに「講師」
管理職にもなれず

在日３世の嘆き

「
下
級
教
員
と
誤
解
さ
れ
な
い
か
」
国
籍
条
項
シ
ン
ポ

ハ
ン
セ
ン
病
の
語
り
部

金
相
権
さ
ん

宮
崎
駿
監
督
が
悼
む
しのぶ会

自
慢
の
１
品
を
紹
介

焼
肉
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
に
２０３
社

私
た
ち
の
冬
物
語

東
京
韓
学
オ
モ
ニ

合
唱
団
定
期
公
演

「
東
方
の
と
も
し
び
」
�上

２
・
８
独
立
宣
言
１００
周
年３

・
１
運
動
を
リ
ー
ド

圧政下での愛と葛藤
映画「金子文子と朴烈」

主要キャストに在日起用

２
月
１６
日
公
開
へ

「シャボン玉」で

家族の幸せを願う
札幌雪まつり国際雪像コンクール

大
田
市
チ
ー
ム

第２９２０号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１９年１月３０日（水曜日）（３）
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上映会

文化祭

公 演

写真展

韓
国
が
世
界
に
誇
る
「
サ

ム
ル
ノ
リ
」
の
創
始
者
、
金

徳
洙
さ
ん
の
初
の
独
奏
ア
ル

バ
ム
「
枝
鼓
散
調
」（
写
真
）

が
、
ラ
ッ
ツ
パ
ッ
ク
・
レ
コ

ー
ド
か
ら
発
売
さ
れ
て
い

る
。
デ
ビ
ュ
ー
６０
周
年
を
記

念
し
た
も
の
。

収
録
さ
れ
て
い
る
「
Ｊ
ａ

ｎ
ｇ
ｇ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｊ
ｏ
（
Ａ

・
Ｂ
）
」
は
、
長
短
（
チ
ャ

ン
ダ
ン
）
の
リ
ズ
ム
を
自
在

に
操
り
、「
神
が
か
り
の
音
」

と
も
評
さ
れ
る
枝
鼓
の
名

人
、
金
さ
ん
の
独
奏
が
堪
能

で
き
る
ア
ル
バ
ム
だ
。

金
さ
ん
は
１
９
９
８
年
、

朝
鮮
日
報
が
選
定
し
た
「
韓

国
を
変
化
さ
せ
た
５０
人
」
に

選
ば
れ
、
２
０
０
７
年
出
版

の
日
本
の
音
楽
教
科
書
に

「
８０
年
代
か
ら
９０
年
代
を
輝

か
せ
た
世
界
の
音
楽
家
」
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
。

価
格
２
５
９
３
円
＋
税
。

問
い
合
わ
せ
は
ラ
ッ
ツ
パ

ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
（
０
３
・

５
４
６
８
・
０
０
９
０
）。

極
寒
の
夜
空
の
星
は
明
る
く

冴
え
冴
え
と
見
え
る
。
と
り
わ

け
１
月
は
冬
の
大
三
角
形
が
ひ

と
き
わ
鮮
や
か
だ
。

「
星
一
つ
増
え
る
の
が
恐
い

か
？

そ
り
ゃ
あ
、
有
名
人
た

ち
の
こ
と
か
？

金
大
中
、
盧

泰
愚
、
全
斗
煥
、
大
統
領
の
う

ち
三
人
が
前
科
者
だ
。（
中
略
）

前
科
者
で
な
き
ゃ
政
治
は
で
き

ん
、
前
科
者
で
な
き
ゃ
世
界
一

流
企
業
に
な
れ
ん
、
い
い
か
。

前
科
者
で
な
き
ゃ
芸
術
も
で
き

っ
こ
な
い
ん
だ
」（
李
相
宇
「
老

い
た
泥
棒
の
話
」
拙
訳
『
韓
国

現
代
戯
曲
集
�
』
所
収
）

老
泥
棒
２
人
が
豪
邸
に
金
庫

破
り
に
入
る
芝
居
に
出
て
く
る

こ
の
セ
リ
フ
の
「
星
」
は
「
前

科
」
の
隠
語
。
８９
年
の
初
演
以

降
ロ
ン
グ
ラ
ン
、
再
演
を
重
ね

る
李
相
宇
の
代
表
作
で
あ
る
。

彼
の
演
出
デ
ビ
ュ
ー
作
は

「
チ
ル
ス
と
マ
ン
ス
」（
８６
年
）。

こ
の
演
劇
が
大
ヒ
ッ
ト
し
て
、

８８
年
、
安
聖
基
、
朴
重
勳
主
演
、

朴
光
洙
監
督
に
よ
り
映
画
化
さ

れ
た
。
民
主
化
直
後
の
閉
塞
状

況
を
描
い
た
コ
リ
ア
ン
・
ニ
ュ

ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
社
会
派
映
画
と

し
て
演
劇
よ
り
映
画
の
方
が
有

名
に
な
っ
た
。

社
会
派
と
い
わ
れ
る
李
相
宇

に
も
「
い
つ
か
、
ス
タ
ー
に
」

（
９５
年
）
と
い
う
創
作
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
１

回
韓
国
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
大
賞
受

賞
作
で
あ
る
。
ス
タ
ー
誕
生
の

物
語
で
す
か
と
作
家
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
う
で
は
な

く
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

の
結
末
と
似
た
話
だ
と
い
う
返

事
。
ど
う
や
ら
１９
世
紀
の
女
性

作
家
Ｂ
・
Ｍ
ク
レ
ー
の
『
女
よ

り
弱
き
者
』
を
種
本
に
し
た
尾

崎
紅
葉
『
金
色
夜
叉
』
を
、
さ

ら
に
翻
案
し
た
新
小
説
『
長
恨

夢
』
（
趙
重
桓
・
１
８
８
４
～

１
９
４
７
）
が
基
に
な
っ
た
ス

ト
ー
リ
ー
ら
し
い
。

こ
の
作
品
を
制
作
し
た
劇
団

エ
イ
コ
ム
は
輸
入
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
は
な
く
韓

国
独
自
の
創
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
創
る
た
め
に

９１
年
に
発
足
。

９５
年
初
演
の

本
格
創
作
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
『
明

成
皇
后
』
（
李

文
烈
原
作
・
金

光
林
脚
本
・
尹

浩
鎭
演
出
）
が

高
い
評
価
を
受
け
る
や
、
９７
年

の
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
事
態
」
の
最
中
に

本
場
ア
メ
リ
カ
に
乗
り
込
み
好

評
を
博
し
た
。

収
支
面
で
は
赤
字
だ
っ
た

が
、５
年
後
に
は
黒
字
に
転
じ
、

２０
余
年
後
の
今
は
「
国
民
的
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
」
と
ま
で
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
公
演
は
一

千
回
を
超
え
、
観
客
も
１
０
０

万
人
を
突
破
し
た
と
い
う
。
ほ

ぼ
同
時
期
（
９４
年
）
に
初
演
さ

れ
た
『
地
下
鉄
１
号
線
』
（
フ

ォ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ

原
作
・
金
敏
基
翻
案
・
演
出
）

も
２
０
０
０
年
に
一
千
回
公
演

を
達
成
。
昨
年
は
原
作
者
を
招

き
１０
年
ぶ
り
に
再
演
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
小
劇
場
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
も
も
ち
ろ
ん
盛
ん
だ

が
、
今
や
韓
国
は
大
型
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
専
用
劇
場
も
備
え
、

大
型
化
の
時
代
を
迎
え
て
い

る
。安

重
根
を
モ
デ
ル
に
し
た

「
英
雄
」（
０９
年
）、
趙
廷
來
の

大
河
小
説
「
ア
リ
ラ
ン
」
（
１５

年
）
の
翻
案
、
世
宗
大
王
が
ハ

ン
グ
ル
を
創
っ
た
年
を
タ
イ
ト

ル
に
し
た
「
１
４
４
６
」
（
１７

年
）な
ど
歴
史
上
の
大
人
物
や
、

民
族
受
難
史
を
背
景
と
し
た
大

作
が
次
々
と
登
場
し
て
い
る
。

制
作
費
も
巨
費
が
投
じ
ら

れ
、
国
内
市
場
だ
け
で
は
回
収

困
難
な
た
め
、
ア
ジ
ア
発
の
文

化
産
品
と
し
て
世
界
市
場
を
視

野
に
入
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か

だ
。韓

国
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が

「
い
つ
か
、
ス
タ
ー
に
」
な
る

日
も
近
い
の
で
は
な
い
か
。

国
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
韓
国
の
人
形
劇
団
ア
ー
ト
ス
テ
ー
ジ
サ
ン（
京
畿
道
議
政
府
市
、
オ
・
チ
ョ
ン
ソ
ク
代
表
）

と
、
日
本
で
最
も
歴
史
あ
る
影
絵
劇
団
か
か
し
座
（
横
浜
市
、
後
藤
圭
代
表
）
は
、
初
の
合
同
企
画
「
ご
め
ん
ね
、
あ
り
が
と

う
！
―
る
る
島
の
秘
密
―
」
を
３
月
、
横
浜
と
東
京
で
上
演
す
る
。
人
形
と
影
絵
が
織
り
な
す
少
女
と
黒
猫
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

作
品
。
後
藤
代
表
は
「
ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
る
両
劇
団
の
共
演
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
」
と
話
す
。アートステージサン

の「ダルレの話」
かかし座の「ふしぎな
時間 もしもの国で」

「
ご
め
ん
ね
、
あ
り
が
と

う
！
―
る
る
島
の
秘
密
―
」

は
、
２
０
１
２
年
に
ブ
ラ
ジ

ル
の
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
「
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｉ

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｓ
（
セ
ジ

ボ
ネ
コ

ス
）
」
で
出
会
っ
た
両
劇
団

が
そ
の
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
交
流
を
重
ね
て
合

同
企
画
し
た
。
同
作
は
台
詞

を
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
い
の

で
、
国
籍
や
世
代
を
問
わ
ず

に
楽
し
め
る
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
サ

ン
が
上
演
し
た
代
表
作
「
ダ

ル
レ
の
話
」
は
、
韓
国
戦
争

に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た
家

族
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

サ
ン
の
人
形
劇
を
初
め
て

目
に
し
た
後
藤
代
表
は
「
大

変
、
説
得
力
を
感
じ
た
し
、

す
ご
く
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
仕

上
が
り
だ
な
と
い
う
の
が
印

象
的
だ
っ
た
」
と
話
す
。

０１
年
か
ら
活
動
を
始
め
た

サ
ン
は
、
芝
居
や
舞
踊
、
映

像
な
ど
を
取
り
入
れ
た
作
品

を
発
表
し
て
き
た
。
「
ダ
ル

レ
…
」
は
海
外
で
も
絶
賛
さ

れ
、
日
本
で
は
０９
年
以
降
、

各
地
で
上
演
さ
れ
た
。

か
か
し
座
は
日
本
初
の
現

代
影
絵
の
専
門
劇
団
と
し
て

１
９
５
２
年
創
立
。
後
藤
代

表
は
３０
年
前
か
ら
ス
ク
リ
ー

ン
の
後
ろ
で
切
り
絵
や
手
影

絵
を
動
か
す
と
い
う
従
来
の

影
絵
劇
か
ら
、
役
者
が
役
者

と
し
て
動
き
ま
わ
る
影
絵
劇

へ
と
転
換
さ
せ
て
き
た
。

そ
れ
は
「
影
絵
だ
け
見
て

い
た
ら
影
絵
が
芝
居
だ
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
く
な
る
」

か
ら
だ
。現
在
の
劇
団
員
は
、

手
影
絵
を
は
じ
め
、
シ
ャ
ド

ウ
パ
ペ
ッ
ト（
平
面
の
人
形
）

を
操
演
す
る
こ
と
、
話
す
こ

と
、
歌
う
こ
と
な
ど
厳
し
い

訓
練
を
受
け
て
条
件
を
満
た

し
た
人
た
ち
だ
。
ま
た
、
ス

ク
リ
ー
ン
の
周
り
や
下
部
を

隠
さ
な
い
で
演
技
を
見
せ
る

の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
２２
カ
国
３３
都
市
以

上
の
海
外
公
演
を
こ
な
し
て

き
た
。
独
自
の
影
絵
劇
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
他
の
追
随

を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。

両
劇
団
は
１３
年
と
翌
年
に

日
本
と
韓
国
で
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
っ
た
。
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
、

か
か
し
座
の
飯
田
周
一
さ
ん

（
企
画
営
業
部
責
任
者
、
公

演
班
）
は
「
お
互
い
に
い
い

刺
激
を
与
え
あ
っ
た
」
と
話

す
。
１４
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
韓
日
混
成
チ
ー
ム

を
作
っ
て
発
表
会
も
行
っ

た
。独

自
の
技
法
と
世
界
観
で

観
客
を
魅
了
し
続
け
て
い
る

両
劇
団
に
は
、
い
く
つ
か
類

似
点
が
あ
る
。「
ダ
ル
レ
…
」

は
無
言
劇
だ
が
、
か
か
し
座

が
上
演
す
る
海
外
の
作
品
は

何
本
か
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー

リ
ー
の
オ
ム
ニ
バ
ス
に
な
っ

て
お
り
、
作
品
の
中
で
は
全

く
話
さ
な
い
。お
互
い
に「
同

質
の
感
受
性
と
い
う
か
、
非

常
に
似
た
感
性
は
感
じ
た
か

も
し
れ
な
い
」。
さ
ら
に「
サ

ン
の
人
た
ち
も
私
た
ち
も
と

に
か
く
ス
キ
ル
を
高
め
る
と

い
う
こ
と
に
大
変
、
興
味
が

あ
る
団
体
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
大
き
か
っ
た
」。

今
回
、
共
演
す
る
こ
と
の

意
義
に
つ
い
て
は
「
両
方
と

も
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で

活
躍
し
た
い
と
い
う
志
向
性

を
強
く
持
っ
て
い
る
」
と
話

し
た
上
で
、
「
そ
の
中
で
自

分
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
よ
り
た
く
さ
ん
の
国
で
喜

ん
で
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ

と
に
関
し
て
、
お
互
い
に
一

つ
の
も
の
を
作
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
お
互
い
の
可
能
性
が

開
け
て
く
る
。
そ
う
い
う
機

会
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」
と
期
待
し
て
い
る
。

か
か
し
座
の
後
藤
圭
代

表
（
右
）
と
飯
田
周
一

さ
ん

韓
国
現
代
戯
曲
集
�
（
編
集
発

行

日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー
）

在
日
３
世
の
歌
手
、
朴
保

さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム

「
ノ
ム

チ
ョ
ア
！
」
（
写

真
）
が
ウ
ォ
ッ
チ
ア
ウ
ト
か

ら
発
売
さ
れ
た
。

「
大
学
路
（
テ
ハ
ン
ノ
）」

「
モ
ン
グ
ム
ポ
（
夢
金
浦
打

令
）」「
ペ
ン
ノ
レ
～
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
」
な
ど
全
１１
曲
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
に
も

な
っ
て
い
る
「
ノ
ム

チ
ョ

ア
！
」
は
、
民
族
や
国
籍
、

あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え

て
、
人
々
が
一
つ
に
な
ろ
う

と
い
う
希
望
が
込
め
ら
れ
て

い
る
、
軽
快
な
旋
律
と
歌
詞

が
印
象
に
残
る
１
曲
だ
。

ア
ル
バ
ム
に
は
、ロ
ッ
ク
、

韓
国
の
民
族
音
楽
、
レ
ゲ
エ

な
ど
の
幅
広
い
音
楽
を
取
り

入
れ
た
朴
さ
ん
の
魅
力
が
つ

ま
っ
て
い
る
。

価
格
３
０
０
０
円
＋
税
。

全
国
の
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
、
通

販
サ
イ
ト
、
朴
保
Ｈ
Ｐ
、
ラ

イ
ブ
会
場
で
購
入
で
き
る
。

餃
子
と
い
う
と
、
小
麦
粉
で
作

っ
た
皮
が
一
般
的
で
す
が
、
今
回

の
「
オ
マ
ン
ド
ゥ
ポ
ッ
」
は
、
魚

の
身
を
薄
切
り
に
し
た
も
の
を
皮

と
し
て
使
い
蒸
し
た
も
の
で
す
。

「
オ
」
が
魚
、
「
マ
ン
ド

ゥ
」
は
餃
子
と
い
う
意
味

な
の
で
名
前
だ
け
聞
く

と
、
マ
ン
ド
ゥ
の
中
身
が
魚
だ
と
想
像

す
る
方
が
多
く
、
ま
さ
か
皮
が
魚
だ
と

は
思
わ
な
か
っ
た
と
驚
か
れ
ま
す
。

オ
マ
ン
ド
ゥ
の
形
も
特
徴
的
で
、『
飲

食
知
味
方
』
に
は
コ
レ
ド
ゥ
ン
の
形
に

し
な
さ
い
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

コ
レ
ド
ゥ
ン
と
は
鯨
の
背
中
と
い
う

意
味
で
、
背
中
を
曲
げ
た
よ
う
な
形
に

作
り
ま
す
。
簡
単
そ
う
で
す
が
、
最
初

は
カ
ー
ブ
を
つ
け
る
の
が
少
し
、
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
具
材
は
キ
ジ
肉
や
野
菜
、
松

の
実
な
ど
を
使
い
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て

丁
寧
に
炒
め
た
も
の
を
皮
の
中
に
詰
め

ま
す
。
皮
と
し
て
使
う
魚
は
ボ
ラ
と
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
手
に
入

り
に
く
い
の
で
、
私
は
昨
年
、
ヒ
ラ
メ

を
使
っ
て
作
っ
て
み
ま
し
た
。

最
初
は
心
配
で
し
た
が
、
思
っ
た
以

上
に
美
味
し
く
出
来
あ
が
り
、
試
食
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
評
判
が
良
か

っ
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

ヒ
ラ
メ
や
他
の
白
身
魚
で
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

◇材料（４人分）
ボラ１５０ｇ（白身魚の切
り身を代用でも可）、塩、
片栗粉は適量
〈中身〉
キジ肉２０ｇ（鶏肉代用
でも可）、戻した干しシ
イタケ１０ｇ（１枚）、エ
リンギ５ｇ、岩茸１ｇ、
松の実小さじ１
〈醤油ゴマ油〉
醤油、ゴマ油各小さじ
１／２

◇つくり方
１．ボラを薄切りにして棒

でうすくのばして軽く
塩をふっておく。

２．松の実以外の中身の具
材をすべて細かく刻
む。

３．２の具材と松の実をフ
ライパンで醤油とゴマ
油で味つけしながら弱
火で炒める。

４．１の魚を広げ、片栗粉
をふり２の具材をのせ
てまとめる。

５．蒸し器に４を入れて、
沸騰した蒸し鍋に置い
て５分蒸す。

◆韓国映画企画上映会時代劇特
集

２月２１日。１５時（昼の部）、１９
時（夜の部）。韓国文化院ハン
マダンホール（東京・新宿区）。

夜の部は同院ホームページか
ら事前申し込み。定員各回３００
人。２月１１日締切。当選者には
１３日までに確認書をメール。昼
の部受け付け１４時３０分から。

キム・ジュホ監督の「風と共
に去りぬ？」上映。出演はチャ
・テヒョン、オ・ジホほか。

問い合わせ（０３・３３５７・５９７０）。

◆第３０回三・一文化祭
３月２４日。１０時３０分～１５時３０

分開催。福岡市立千代小学校体
育館（博多区）。

韓服の試着、ファッションシ
ョー、ノレチャラン（のど自慢）、
サムルノリ大合奏など多彩な催
しのほか、食文化、伝統遊具、
小物コーナーなども設ける。

問い合わせは実行委員会（電
話／ＦＡＸ０９２・５７１・１１３３）パ

ク、詳細は公式フェイスブック。

◆第２９回下北沢演劇祭参加 金
滿里ソロ公演「ウリ・オモニ」

２月８日１９時開演。９～１１日
１４時開演。下北沢ザ・スズナリ
（東京・世田谷区）。前売り一
般４０００円ほか。当日４５００円。

金滿里さんは、大阪を拠点に
身体障害者が演じる前衛芸術集
団「劇団態変」を主宰。

１９９８年３月に他界した金さん
の母、金紅珠さんは、韓国古典
の歌、舞、楽器に秀で「至宝」
と呼ばれた芸人。日本への移住
を余儀なくされながら、民族の
魂の芸能を戦時中にも上演し続
けた。金さんは、母の古典芸能
の精神を、態変の身体表現に取
り込もうとしている。

チケット電話予約ザ・スズナ
リ（０３・３４６９・０５１１）１１～１９時。

◆２０１９東アジア文化都市記念韓
日交流写真展「仁川広域市と豊
島区」

２月７日～３月９日。１０～１７

時開館。韓国文化院ギャラリー
ＭＩ（東京・新宿区）。日曜日、
祝日、３月１日は休館日。無料。

東アジア文化都市は、韓国、
日本、中国の３カ国で文化芸術
による発展を目指す都市を選定
し、各都市でイベントを実施し
ている。本展では、今まで選定
された都市の紹介、仁川広域市
と豊島区の見どころなどの紹介
写真約４０点を展示する。

問い合わせは同院（０３・３３５７
・５９７０）。

上
演
日
程
は
次
の
通
り

▽
３
月
２１
日
。１０
時
３０
分
、

１４
時
／
横
浜
市
泉
区
民
セ
ン

タ
ー
テ
ア
ト
ル
フ
ォ
ン
テ
ホ

ー
ル
▽
２４
日
。
１６
時
、
１９
時

／
横
浜
に
ぎ
わ
い
座
の
げ
シ

ャ
ー
レ
▽
２６
日
。
１６
時
／
パ

ル
テ
ノ
ン
多
摩
小
ホ
ー
ル
▽

３０
日
。
１６
時
、
１９
時
。
３１
日
。

１０
時
３０
分
／
文
京
シ
ビ
ッ
ク

ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
。

料
金
一
般
大
人
３
０
０
０

円
、
小
学
生
以
下
２
０
０
０

円
。当
日
は
５
０
０
円
増
し
。

問
い
合
わ
せ
は
劇
団
か
か

し
座
（
０
４
５
・
５
９
２
・

８
１
１
１
）
、
特
設
サ
イ
ト

（https
:

//rurujim
a.

com

）。

魚
の
身
を
餃
子
の
皮
に

韓国ミュージカル

世界にはばたくか

「いつか、スターに」

「老いた泥棒の話」の一場面

オオ
ママ
ンン
ドド
ゥゥ
ポポ
ッッ

時時
のの
かか
がが
みみ

津津
川川

泉泉
（（
脚脚
本本
家家
））

日
本
の
影
絵
劇
団
か
か
し
座

韓
国
の
人
形
劇
団
ア
ー
ト
ス
テ
ー
ジ
サ
ン

「
ご
め
ん
ね
、あ
り
が
と
う
�
―
る
る
島
の
秘
密
―
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枝鼓散調

在日３世歌手、朴保さん

ニューアルバム「ノム チョア！」
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